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榔叫南新淡最黒さ掃　No27，2009咋1日

本郷次雄先生を悼む
本郷　次雄　博士（1923～2007）

本郷次雄先生はかねてからご病気静養中のとこ

ろ，2007年4月2日に永眠されました．83歳で

した．謹んでご冥福をお祈りいたします．

先生は1923年（大止12）12ノJl Ljに滋門県

人津市にお牛まれになり，1941年（昭和16）3

JJに滋賀県、一／二膳所中学校（現，膳所高校）を卒業

されました．同隼4川こ広島高等師範学校理科第

3部に入学され．1943隼（臼杵和18）9月に3年

修了，同年10Jjに広鳥文理入学′L物科に入学さ

れ，1946年（昭和2日　9月に同大学を卒業され

ました．この時期は第　二次世界人戦の混乱期で，

3年で卒業という変則的なものであったようで

す．戦後は郷里の大津に帰ってこられ，1946年

（昭和21）5月から滋門県立膳所申学校の非常勤

講師，同年10月から膳所中学校教諭，1948年（昭

和23）4日から県、∫／二膳所寓等ノ、封交教諭として勤

務されました．1951年（昭和26）4月から滋門

大学学芸学部の助手になられました．

1954（昭和29）年7JJに講師に，1959（昭

和34）年12月には助教授に昆格され，1966（昭

和41）年4日に教授となられました．その後，

三重大学農学部，琉球大学理⊥学部，琉球入学

農′、告弧．奈良教台大学教育学部の講師も兼任され

ました．また，1985（昭和60）年4月から2年

間滋門人学教育学部付属小学校長も兼任されまし

た．1989（平成元）年4月に定年退職され，滋

贅大学名誉教授となられました．

広島文理科大学の時代には宮島や広島市近郊で

よく植物採集をされ，それと同廿封こきのこの採集

やスケッチもされています．1950年に植物分類・

地理14巻2号に最初の論文ともいえる近江及び

山城産高等菌類と題して第1報を発表されまし

た・その後，調査地は日本全十におよび，その成

果は毎年学部の紀要などに発表されています．収

集された標本を主としてシンガーの体系により整

理し，－▲部修正を加えるなどして口本産のハラタ

，2

横　山　和　正

ケロ菌類をまとめ，19611日こ京都大学から理学

博士の学位を取得されました．

その後，研究のフィールドは，マツタケを求

めてアルジェリア（1970）に，また，同立科学

博物館の糾繊した海外学術調査隊の一員として

パプアニューギニア（1971－72）にと広がりま

した・近隣の諸剛こは何度も出かけられ，菌類

の調査と，歯学晋との交流や育成に努められま

した．韓国（1973，1975，1978，1990）や中

国（1981，1995，1996，1998），台湾（1982，

1984）などです．アラスカ（1976）及びアメリ

カ東部（1977）やシベリア（1979）の菌類の調

査にも出かけられました．さらに，南半球におい

ては，1987年にニュージーランド及びタスマニ

ア（オーストラリア）を，1992年にはニュージー

ランドの菌類調査を行われました．

先生はハラタケ臼菌類の分類と地印的分布の研

究を一貫して行ってこられました．先生の発表さ

れた新種や新組み合わせは，国内外をあわせ215

種にのぼります．

イギリス菌学会，アメリカ菌学会，植物分類地



理ノ、告ミ　圧址　柚物分類学会），伎び日本菌学会に

所屈し，日本軒学会の別、吊こ立ちあわれ，評議日

や明日享をつとめられました．1979勺　5日には日

本菌ノ、iモ余第23回大会を滋胃県一璽J年会舘を会場に

して閲催されました．1987隼4JJには日本菌学

会び）会1封こ就圧され，19日9隼3日まで会長を務

められました．発酵研究所，菌輩研究所などにも

「針係され，蘭学の発展に尽くされました．

1977年アメリカU）フ［」リグ州タンパ車で開催

された第2回国際蘭学会議で11本のきび）この地理

的分／吊こ関して発表されました．日本のハラタケ

類は，9つの構成要素があり，北米の山部や帖部

〟）ものと共通種があるとの発表に，特にアメリカ

の苦い菌守：君から多く。）質問があり，日本や束ア

ジアのきび）こに汗「1が某まりました．その後，ア

メリカ，イギリス，申国，スイスなどから彰くの

菌学省が研究室を訪問し，相国，タイなど〃）アジ

アからの研究賞も訪れ，交流を深められました．

）lL牛のこれらの業績に対し，1999隼に日本菌

学会の名誉会日に，2003隼にはアメリカ菌学会

のγ，誉会川こ抑薦されました．また南方熊楠賞

（2003）を受賞されました．

棋本はll言ド／二科学情物鮒と苗増研究所の2カ所

に雷贈され，保管されています．

また，ご退職時に代表的な論文を【′】ら選ば

れ，生物ノ、封肝空室から　本郷次雄伸上論文選渠」

（1989）として出版されました．

長年にわたって集耕された数一枚のきのこス

ケッチを健一〕て，今閲覧牛と代著の「脱色［1本菌

栗田当鑑j（1卜・約2m）をはじめ，合．日9冊拉）図

鑑を出版されました．

ご退職後は，申国など海外の菌類の日周杏を継続

して行うとともに，日本肴地のきのこl■り好会にで

かけ，各地のアマチュアの指導や，菌類教育の

普及に力を注がれました．また，ご日宅を隼に

3回ほど，Hongos会（ホンゴスかい）と称して，

きのこの研究賞を招き，きのこの談詔を楽しまれ

ました．皇国からアマチュアを含め多くのきのこ

愛好者が出府しました．Hongos（オンゴス）と

はスペイン語できのこ・菌類のことで，人変ふさ

わしい†－称と思います．

晩年に「きのこの細道1（トンボ出版）を出版

－　3　一

関西菌類談詔会余描＋NJ千　二州）9隼1日

されました・そのあとがきに「払U）きり）ことり）木

精的なお付き合いはもう50余年，そのl甘アカデ

ミックな研究を続けてきたというよりは，むしろ

趣味で好きなことをしてきたと思っている」とお

書きにな一〕ています．

浮世絵がお好きで．それを模ノ′j：していると言1

ておられ，お宅にも絵がかざつてありました．

左′日はかざらないご性楢で，お洒がはいると，

とても愉快に歓談されました．肴地U）きのこ会か

らぴ）依頼も気帖こ応じられ，九州から」ヒ侮道まで

きのこを求めて出かけられました．

先生の大学での日常は，出勤される11吊こ中里

び）車で入学の近くのお寺や神社の矧ノ、」に、■′＿ち雷ら

れ，きのこを採集して，大学にも一Jて来られ　ス

ケッチされました．大ノ、揮〕南のm仁【仙川1麓ル」、

さな道もよくご存じで，このようにして社寺林の

照柴樹帆こ発生する多くのきのこを記哉し，世界

に紺介されました．きのこの少ない季日出こは，顕

微鏡親祭とスケッチの整理をされていました．

私が大学院の時には，京人芦′日長浮材木で叫采集

会にも何度もご　▲緒しましたが，今閲穴山11亡牛，

椿啓介先′上　浜旧稔先牛などと長治往小屋細面卜

に閃かれた長い机の椅子に座って歓談しながら，

夜を徹してきび）こをランプの熱で乾燥しました．

電宗のない，ランプでの牛活を体験しました．木

郷1■」′日封友2時頃までランプぴ）もとでスケッチを

されました．夜につけた色は†11二違うのでといわ

れて，酬起きて色合いを修正されました．1つの

きのこを書き上げるのに2時刷くらい，裾雑な構

造のも刷は4、6的聞．対象にきびしく向き合っ

てせまり，このようにして新しい種を記録してい

かれました．

今〃）ようにコピー機のない時代ですから，ラテ

ン語の記載も京人の植物病理学の赤拝教授の研究

室に通って．手で書き′′j：されました．ラテン記載

も書き写している閲に暗記してしまいましたと言

われ，採－Jてきたきび）こをながめながら，ラテ

ン語で特徴をすらすらと言われたこともありまし

た．

糾い毛′7、・で微細なところまでl仁確に描かれたス

ケッチをもとにして作られた図鑑は，きのこを

勉強するものにとってはなくてほならないもので



関西苗自談‖罷豆潮　N。27．2009咋1月

す．アメリカや韓国などからも図鑑の記載文（日

本語）のこの部分を訳してくれないかと依頼が私

のもとにも何度もきました．

写真を用いた図鑑としては「円本のきのこ」（山

と渓往社）を，退職される直前の1988年に出版

されました．伊沢l「名氏のみごとな写真と香川昆

′卜氏の行き届いた編鋸こより，日本のみならず

海外でもよく利用されています．毎年増刷をか

さね，ほぼ10年後の1997隼には13刷となり，

この図鑑の出版を契機に日本のきのこ愛好者が，

急増したように思います．また，きのこ研究の気

運も盛り卜がってきたように思います．

戦後の混乱期に研究をはじめられ，研究室を整

備しながら，多くの人材を教日揮や学会に送り出

されました．

戦後の設備や文献の乏しい中でも，ご「1身の研究

を一員して進められ，日本の高等菌類の多様件を

侮外に紹介されました．

琵琶湖岸に近い州園地′制こあるご自宅の広い庭

が，各地のきのこ会からの会‖拉）方々や近隣の多

くの人々でいっぱいになり，桜がほころび始め

た少し肌寒い日でしたが，大勢の人々に見送られ

て，旅立たれました．こ法名は「観察院釈遊学」

です．ご冥福をお祈りいたします

（本原稿は日本菌学会から許可を得て，2007

年12Jj発行の日本菌学会裡第48巻第2号から

転載しました．）

本郷次雄先生の思い出と〝ヤギタケ〝

鴛　海　量　－

小生，きのこに閲しては素人ですが，愛好家で

もあります．終戦後の少年期，疎開先の筑波11億

にて父親に伴われて，アミタケ，ハッタケ，アカ

ハツや芝栗など食料として調達したのが始まりで

す．定年後は，きのこシーズンには毎週のように

比良山系や伊門‖二野方血に出かけています．今ま

でに自ら採取して食したきのこは約60種，関西

圏では新しく出会うきのこは，隼に1～3種で限

られます，教本は山渓の「日本のきのこ」と「き

のこ（Fleld Book）」です．本郷先生が南方熊楠貰

（2003年）を受賞される前年と前々隼，比良山

系でl■ヤギタケ”の群落を侵つけました．前々年

－　4

は調理をしましたが，きのこがあまりに収縮する

ので気味悪くなり，l味が美味なることだけを確か

めて不食です．そして翌年も“ヤギタケ’’を採取，

某先牛に2～3度電話するも不在，意を決して大

御所本郷先′日こ電話では失礼とは思いつつ＝宅に

電話すると，やさしく温和に“F′1いヒダと黒色の

柄の境目が明瞭なのが特徴です”とお教えいただ

き，やっと2年越しでその美味なきのこを食する

ことが出来ました．“ヤギタケ’’は本郷先生の思

い山です．

（2nO8年6才14H受付）



関西菌耕談．訂会余描　N‖コ＼：対日97日＝

本郷先生との思い出

岡　田　明　彦

私は昭和30年十日滋門大学学蓑学部に入ノ、告

牛物研究室に入った．、【1時，木造の新しい平津校

合には物理・化学・牛物・地学・′狛庭の研究墨

教1－r室や教圭があった（現れでは鉄筋のビルに

建て習えられている）．指導教官になっていただ

いた本郷先牛は膳所高等学校教諭から磁門人学学

云′告fl描勤講師となられてまもないときであり，

告々しくてはつらつとしておられた．†一一くて頭が

よく禿げ上がっているなと思っていた．現在では

l′！分も先牛に負けないぐらい禿げ卜が－Jているが

先′日こ美習では柚物の野外親祭によく辿れて

いr）てもらったものである．「1分の小・申・高校

生州1封ま‘実験ノ夫習というと室内が常であyJて野

外′甘胃は令くなかったので新鋸に感じ，楽しか－〕

た．

牛来，私はl圧や湖に出かけることが好きであyJ

た．目上がびわ湖に近いこともあり，子倶の頃か

ら魚つかみが好きで，小学校からの帰り道の小川

でホンモロコを手づかみして，ヤナギの枝に制か

引lへさし、1存べてよく帰ったものである．母が泥

で汚れた学／＝服をはて，お父さんが戦死していな

いので，幾ら言っても私の言うことは聞いてくれ

ないと泣かれたものであった．

キノコについては，母の烏豪のl吊こよくマツタ

ケ，ホンシメジ，イクチ，ウロカワを11叉りに行っ

た十倶の頃の楽しい想い出がある．母の実家が本

郷先牛と同じ入津市漸l什商人萱Itl」であrJたため親

しめ，先牛には初対面のH、柏、ら親しくしていただ

いた．

捏牛は研究室でいつもキノコのスケッチ，顕微

錆観察，文献と1緩り糾んでおられ，私が訪れると

笑顔で迎えてくださった．教′［‘1’会議′耳の会議には

欠席されることが多か←）たようであった．キノ

コの採集か学芸等を除き留守のことはほとんどな

く．管川川責巨＼の野心はなさそうで，高度経済成

長が始まっていた時期，どこ吹く風という感じで

あった．

研究室の仲関では，先牛を親しみを込めてホギ

ラスと呼んでいた．一九　日分はと．iえば恵まれ

た研究瑞境に帯いてもらったのにもかかわらず，

血宗盛んというか女件が多い膳所にあった洋楽研

究室によく子Jき，ピアノや声楽の中位を取1た

り，大津符弦楽団でコントラバスをやったりと浮

局根件が慮かった．しかし，先生からは叱られた

ことはなかった．）t亡生は什分の後ろ姿を圧て学び

なさいとおしゃっていたようだ．また，研究墨で

ノ、十生が雑談をするなかにも入ってこられ，女件に

ついての話にも笑顔で乗ってこられた．

軌から裏l吊こキノコの採渠．研究室に帰一Jて保

育社の原色t†木菌矧瀬l鑑で調べて，先牛に同定し

てもらった後スケッチ．胞Jlやシスチジアの顕微

鏡親祭と地味なさ．1動が続いた．キノコのスケッチ

や光ノ署踵微鏡でみた胞子・シスチジアの形態を時

間をかけてスケッチしたものは後に役立ったもの

であった．

先生の教官室は　二階，満々の研究室は一一軋　階

段楢の暗室で鋸影してきたキノコの与貞昔のモノ

クロフイルムを現像してから，引き伸ば、し機で引

き伸ばして現像，定石するという過程を楽しんで

いた．それらの作l■‖圧土日のHを見ることはほとん

どなかった．

私はキノコ〃〕分類の研究には，和地叫山や材に

行くべきだと考えたものであるが，本郷先生が近

くの111で次々と新しいキノコを採渠され　研究さ

れているのを目の当たりにして，遠くに行かなく

ても足Fに幾らでも研究材料が転がっているとい

うことを教示してくださっていると感じた．先牛

と一緒に採集に出かけたとき，人知のテンゲタケ

科やベニタケ科のキノコ等，猛ffjキノコかもしれ

ないのに臭いをかいでどれもかまわず少しかじっ

て味を調べられた．「人丈夫ですか」と弓ねると「あ



闘用紙流詔会余侶　N（）27．200与川川

とは封侶ノておけば人丈夫」とおっしゃっておら

れたことが印象的である．私の卒業論文は「アカ

マツI11のキノコ～ハラタ竹上」ということで人

草の裏l圧を隼閲を通じて歩いた記録を小心にした

ものであった．

私が教員牛活に入って4ゴロ1，滋賀県より週2

日の内地留学を認めてもらった．好きな大学で好

きなテーマで勉強しなさいということだった．や

はり本郷先牛のおられる滋賀大学に行き，本郷先

牛の指導で「二上山のキノコ」というテーマで　▲

年問勉強させてもらった．

本郷先′卜のご紹介で学牛時代に日本菌学会へぴ）

加入，5∩年余会費を払い続けた．そこでは学会

の容囲気を知り，研究の美態・研究のあり力を学

ばせていただいた．芦牛演習林での日本軒告ミU）

フォーレでは，ノ．紺的採渠それに続く同定余，少

食後項門を飲み交わしての座談会．浜IH先′上　本

郷先′上　柄先（回）話から学ぶ所が多か一）た．それ

ぞれキノコの中門家が情報交換し，フランクに議

論される内容は，講義や′、告ミ発長にはない奥が深

く親しめる内容のもぴ）であった．

閲腑困類談話会では浜田）tL牛との出会い．キノ

コ採渠にいつも同じ籠をぶら卜げておられた姿，

マツタケの人L栽情に情熱を傾注しておられた．

本郷先′日ま浜目先牛と親しく，浜吊り1亡牛U）情報を

もとにしてマツタケの近緑種を新種として記絨ざ

れたこともあった．貢「1眈生，川手什先牛の奥さ

ん，LH先生との出会い′1々懐かしい．

高校で牛物11月教日であった＝封こは∴夫験実習

と野外親祭を多く取り入れ，牛態系叶、習習ではキ

ノコが分解者で陰耳）上役として・R要な役割を果た

していることを理解させるため，′L徒に興味ある

教材を提／トできた．私は小・申・高等ノ7校び）教諭

と勺を重ね，i一廿，教頭，教育委員会，数百セン

ター，高校長とそれぞれの課題に取り狙み，情熱

をそそいできたつもりである．

キノコの研究をするのに良い鑓1封こ恵まれてい

ながら，キノコからいつのm‖こか離れてしま←）て

いたことは城念であったと思っている．しかし，

本1附し牛細井究姿勢にノ、告ぶところがいつまでも牛

さているもJ）と感謝している．

（20（〕H隼8日18日受付）

ノト■JてU）キノごり親＼（、‡川紀l沌）

－（う　ー
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本郷次雄先生の思い出

衣Jtl堅二郎

「時間の短さ」や「人生が呆気なく過ぎ去るこ

と」に気が付くと，今ごろ分かったかという残念

さとともに，その感慨は自分の意識の中に秘め，

外にrl」すことは恥かしい．しかし故人への惜別の

僻こはこの感慨が常に背景にある．感慨の一部分

でも共有する人と射、に親しかった故人の思い出

を君語りする．これは，非常に個人的であると共

に，魅せられもする．

それは，私が学部（lH制）学生の2回生か3

回生の時だったから，昭和26年か27年のこと

だったと思う．当時，植物病理学の研究室へ川こ

何度かきて，いつも古めかしい大型の本を黙々と

読んでおられる方があった．本は有ア■なヨーロッ

パの菌類分類図鑑であった．詳細は忘れてしまっ

たが，「度，私の属していた研究室でキノコが話

題に卜がったからであろう，浜田稔先生が，私を

連れていってその方に紹介してくださった・そ

れが本郷次雄先生のお若いときであった・それか

ら時々，先生は吉円山や大文字山（だいもんじゃ

ま，如意が嶽？）のL付箋へ，キノコ観察に他の2，

3人と　一緒に連れていってくださった・キツネタ

ケ，オオペニタケ，ドクベ二タケなどからその時

に毀え，後者2種の分類は怪しいのだなど吃驚す

るような現状まで，まるで何も知らなかった私に

菌類世肘の扉を開いてくださった・キノコを集め

てきて先生にお見せすると，別の種類かと思って

いたものが同種であったり，同種と思っていたも

のが別種であったり，まだ分類できていない樺類

であったり，「類をもって集まる」の「類」は始

めから名札を付けたものでないことを実感し，生

命の核心にはなんと奥深い不可知のものが潜んで

いるのかと感じ入ったのである．

その頃，「小麦の祖先」研究の木原均肘牛が「実

験遺伝学」を講じておられた．しかし，大忙しの

先生で，講義は割り当て年に2度か3度しか開か

れなかった．けれど，「生命は遺伝と環境の両者

で決まる」と環境を強調され，感銘をうけたこと

を更えている．学生は，書物（今から思えば，利

用できるものは貧弱であった）の中から結構「遺

伝」というものの概要を∩分のものにしていた．

友人とはよく議論した．知らないことを聞かさ

れ，いつか生命を遺伝学的に考えるようにもなっ

ていた．

私自身にとっては新しい見地からの疑問を，と

きどき，本郷先生にもお尋ねした．先生にはご迷

惑であったと思っている．先生は何時も竃香に真

面口に応対してくださった．キノコの多様性は，

遺伝的支配からも環境に対する反応からも表現さ

れるのであって，それ全休が生物としての種を

規定している．表現の内杏は由ぐ判るものではな

い．だから，先生のお心は「分類学者は，できる

だけ多くの標本を多くの環境からあつめ，そこに

現れている形質を「寧に調べ，「種」の特徴とし

て共通で恒常的に発現される形質を探し出し，記

載する」という現実的な研究法に忠実であろうと

心掛けられたのであろう．深い洞察を伴ったお考

えであったが，よくは分らなかったし，推察は失

礼である．私はやがて人阪府ll／二大学へ赴任し，お

教えいただく機会が減ってしまった．隼月はあっ

という間に過ぎ去り，お付き合いの浅かったこと

は残念である．

年目は短かったが，思い出はたくさんある．し

かしそれは他の方々がご紹介卜ざると思う．私の

人牛の始まりに　一方ならずお世話になった本郷先

牛に心から御礼を申し日デ，ご冥福をお祈りしま

す．

平成20年9月14日

（2008年9ノ117日受付）

ー　7　－
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本郷次雄先生の思い出

／）から58年くらい前，高知県と愛媛県の県境

近くの県立中村高校津大分校（現在の西日二佐分

校）に赴任したとき，周辺は両又両で自然がいっ

ぱい．周りの巨∠1然を対象にした研究では，、里特コ

ケやシダについては県内で打名な研究者がおり，

ほとんど研究され尽くしている．人のやっている

ことを後からやっても面白くないと考え，高等植

物では世界的な植物学苫　牧野冨太郎博上がいる

が，牧野植物図鑑を見ると，厚い図鑑の中で，キ

ノコは後部にほんの少ししか載っていない．そ

こで，牧野さんですら少ししか研究していないの

で，キノコを研究しようと考えました．しかし，

高知県内では，キノコの指導をして卜さる先生が

いない．当時，キノコの図鑑としては，保育社の

原色日本菌類図鑑しか店頭になく，その著者であ

る、1川音，滋賀入学の講師をされていた本郷先生に

ご指導を受けようと心に決め，誰の紹介状も持た

ず，直接人ノ判こ先生をお訪ねすることにした．

日鋼Ll33年の夏，国鉄石両駅で卜申し，バスに

乗り，しばらくして「大学前」で下軋（50年前

のことで記憶が定かではないが）当時，バスの停

車場にはバスの時刻表を貼った掲示板のみが立っ

ているだけで，周辺の東側はすぐ瀬m川が流れて

おり，西側　一面はHlんぼのみであった．田んぼの

中の　一本の坂道を東に卜がっていくと農家が転々

とあり，その間を通っていくとその先に入学が

あった．

先生の研究室は，＿二階の端の少し広い部屋で，

他に2人の若い先生がおられました．部屋の中

は棚が多く，その大部分は図書とキノコの標本で

いっぱいであり，先生の机の引き出しの中もキノ

コの乾燥標本でぎっしり詰まっていた．そこで，

先生はキノコについていろいろのお話をして卜き

り，高等植物に比べて菌類の研究は世界的にも大

分遅れており，世界の巾でも日本は更に遅れてい

る．日本の中でも高知県には，菌類研究者が居ら

－　8

近　安　和　雄

ず，キノコの未開発地区であるので，人いに頑張っ

て研究してくれるよう励まして下さいました．ま

た，キノコの研究方法について，胞Jlや組織の細

胞，シスチジア等の観察の什方，キノコの同定力

法など親切にいろいろと教えて下さいましたが，

特に何度も強調されたのは「キノコの原色同人図

を描きなさい」ということでした．絵を描くこと

が苦手だった私は，最初は1つのキノコを描くの

に3時間も4時聞もかけて描きましたが，それで

もl′1分が気に入った絵を描くことができませんで

したが，何年か描いている打田こ少しはましな絵が

描けるようになり，自分も本郷先生のように，将

来いつの日にか自分で描いたキノコの絵で高知県

のキノコ図鑑を作ろうと心ひそかに思ったことで

した．

いろいろお話を聞いていて大分遅くなったの

で，もうおいとましようとすると「もう遅くなっ

て，高知まで今H中には帰れないでしょうから，

私の家に泊まっていきなさい1と言って下さった

ので，お言葉に日▲えて先隼のお卓に同乗させても

らって，先生のお宅にお邪魔しました．当時，先

生のお家には南から入っていったと記憶してい

る・そして，母屋を新築したばかりで，周りに幕

が張ってあった．その横に独立したお風呂場があ

り，入らせてもらい，そのあと，、印書小学牛ぐら

いのお嬢さんと息子さんがおられ，裏の川の上手

の道を案内して卜さり，3人で散歩しました．も

うお1人ともいいお隼になり，それぞれお元気で

ご活躍のことと思います．

「来年も夏休みに来なさい」というお言葉と「夏

だったら学生寮が空いているし，食堂も利用でき

る」とのことで，翌年の8日に2～3泊の予定で

行ったところ，ちょうどこの頃，寮も食堂もお盆

休みで，また先牛宅でお世話になってしまい，と

くに奥様には何かとご面倒をおかけして，大変申

し訳なく思っております．翌々年も夏休みにお邪



廃して，またどうした訳か先生宅で2泊ぐらいお

世話になりました．先生と奥様にはなんとお礼を

1日し上げたらよいか分かりません．遅ればせなが

ら，厚くお礼を申し卜げます．

本郷先生について忘れられないことは2点，そ

れは素晴らしいキノコの原色の写生図を手早く描

くこととお酒がお好きなことです．先生とは京都

大学の芦生演習林，鳥取県の大山や奈良県の人台

ケ原などに度々ご　一緒させていただきましたが，

人体午前中はキノコの採集で，牛後はキノコの整

理とスケッチ，夜は私たち若い者はキノコの乾燥

を夜遅くまで行なった．現在はどのような方法

でキノコを乾燥しているかわからないが，当時は

石油缶に2段金網で棚を作り，これにキノコをの

せ，卜から灯油ランプで加熱し，乾燥するという

圭って簡易な乾燥器による乾燥法でした．乾燥器

の店‖）に輪になって腰を下ろし，キノコのことや

いろいろの話をしながら，キノコの乾燥の番をし

ました．故人となられた吉見昭一一先生もよく私た

ちと一一緒に乾燥の番をしながらいろいろな話をし

ました．本郷先生は午前中はみんなと　一緒にキノ

コを採集し，牛後は時々私達と一緒にキノコのス

ケッチをされていましたが，横からチラチラ見て

いると，その絵の素哨らしさと共に描くスピード

に驚きました．私が鉛筆でキノコのスケッチの下

書きをまだ終わっていないうちに，先生はもう筆

で美しい原色のキノコの絵を完成させているので

す．美しいキノコの絵とその描くスピードには感

動しました．イ如こなると，本郷先生は浜旧先生等

とよくお酒を飲みながら談笑されていました．お

酒を飲みながら談笑されている本郷先生の横顔は

とても幸せそうなお顔で，先牛は本当にお酒が好

きなプJであると思いました．このときの死牛の幸

せそうなお顔と対照的に，思い出される寂しそう

なというか，つまらなそうなお顔として思い山さ

れるお顔は，平成7年私が「四国のキノコ」とい

う中背を出版するためのスライドのキノコの名前

を点検して頂くためにお伺いしたとき‥点検終了

一　9
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後に奥様手料理のおいしい刺身等とお洒が出され

たとき，私は酒が飲めないので，おいしい刺身等

をご馳走になっていましたが，先牛は一緒に飲む

相手もなく，一人寂しそうにというか，つまらな

そうに飲んでおられたお顔を見て，大変申し訳な

く足ったことを今思い出しております．

本郷先生のところに留学して，さらにキノコに

ついて勉強したいと考え，先生にお願いしたとこ

ろ，「まだ，滋賀大′、封ま規模が小さく，留学生を

受け入れる体制でないので，京都人′、封こ浜m稔先

牛というマツタケに詳しい先生がいらっしゃるの

で，その先生のところに留学しなさい」と浜H先

生を紹介して卜さり，昭和39年4月から京都入

学農学部応用植物学教室に内地留学をしました．

京都入学では将来のことを考えて，培養について

主に当時大学院の学生であった小川眞さんに指導

していただき，暇を見つけてはキノコを採集し，

滋賀大学まで行き，本郷先生にキノコの同定ノJ法

等についてご指導していただきました．滋貴人で

は，時々先生や学牛さんらと一緒に近くの小山や

小さなお宮の林に採集に行き，人′判こ帰ってから

キノコの同定について先生からご指導して頂きま

した．こうした留学期間は僅か半年間の短い期間

ではありましたが，浜田先生や本郷先生をはじめ

多くの方々のご指導により，大変有意義な経験を

することができ，関係の皆様方に人変感謝してお

ります．なお，滋賀大学名誉教授横l圧和止氏，千

葉大学教授鈴木彰氏，元図音科学博物館職員仁

居祥免博しなどの方々が当時は大学院の学生さん

で，何かとお世話になりました．

今日の自分があるのは，約50年間の長きにわ

たり，キノコの研究の基礎からいろいろとご指導

いただきました本郷先生のおかげであると心から

感謝しております．

先生のご冥福を心よりお祈り申し卜げます．

（文中に間違いがあれば，老齢によるものとご杏

赦ください．高知市瀬戸東町2－167）

（2008年9日18日受付）
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夕討ち朝駆け

新聞記者などが取勅のために深夜や早軸に相手

の家を訪問することを「夜討ち酎駆け」という．

夜間やご口宅への訪問こそしなかったが，私は本

郷先生に対して夕討ち朝駆けを敢行した．きのこ

の名前を教えてもらうためである．

きのこの同定は，鮮度の良い実物を見るのが決

定度が高い．午後早く調査地から帰れば，その日

のうちに先生のところへ括って行く．早く帰れな

かったときは，冷蔵庫に保存しておいて翌朝括っ

て行く．先牛の都合など構ってはいられない．

所，先生は「さあ仕事するぞ」と意気高く出

校される．そこに私が待ち構えている．先生はげ

んなりした顔をされる．「事前に連絡くださいま

せんか」と言われたこともある．前夜ご自宅に電

話すれば事前連絡にはなるが，それもはばかられ

たからしなかった．断られても関る．光牛の意気

を阻喪させ，迷惑をかけていることはわかってい

た．しかし，思うに，ここで私がたじろいで遠慮

していたら，研究者としてだめだったのだ．本

郷先生を犠牲にすることによって私は一人前に

（？）なった．

私の師匠・浜m稔先牛は，「研究というものは，

エゴイスティックにやらなければだめだ」と言っ

相　良　直　彦

ていた．言われるまでもなく，私は1分にそうあっ

た．苦い研究者は厚かましくエゴイスティックで

あってよいと今も思う．それは，学者として、∫／二と

うとする覚悟とも連動している．われわれ普通の

人間，すなわち特に優れた才能を持つわけではな

い苗には，なりふり構っているゆとりはない．心

優しい人は研究者・学者には向かないかもしれな

い．エゴイスティックであった分，のちに世間に

対してなんらかの形でお返しすればよいのだ．

また，学者は世間知らずでよいのだと思う．世

間適になる蝦があったら，それをも学問に向けた

らどうか．世間適の学者は少なくともそれだけ私

より有能なのだから，さらにノ、ア潤すればノーベル

賞や文化勲章がとれるのではないか．

武石小路実篤84歳の色紙に，「勉強勉強勉強

勉強のみよく奇跡を生む1というのがある．

Mycoscience誌に掲載されたAiKaneko・Naohlko

SagaraO）論文に対して口本菌学会から20031日空

の平塚貴を授与されたとき，故平塚先生の夫人利

Jl様よりこの色紙を」頁戴した．とてもうれしかっ

た．1烈しい心をもってさらに地べたを這え」と

私には聞こえる．

（2008年9月25廿受付）

本郷次雄先生との出会い

本郷先牛と初めてお会いしたのは，昭和41年

11月に，当時の愛媛県林業試験場が委託してい

た．民間の松林でのマツタケ実験地を視察に来ら

10

沖野登美雄

れた畔でした．先生とお会いしたのはこの時が初

めてですが，私は学牛の頃よりきのこに興味があ

り，指導して旧く先牛が居なくて困っていたとこ



ろ，申学U〕左雄であり，＼1日、f広鳥大学で節書類の

勉強をしていた閲太郎氏　川［恨、鳥人早名誉教授）

に本郷先牛を紺介して頂きました．

それを機会に時々枠本を送目して，同定をお願

いしていました．ちょうどその頃，11本菌学会が

詔、‘′＿され，先ノlからきのこを勉強するのであれば

．▲つ日本菌学会にノ＼会してはき　と〟）お誘いを受

け，た′卜の結合で入会し，現在に至1ております．

、1川崎採脹して同定をお願いしたきび）こは，いま思

えば何処にでも牛える凡両種でありましたが，い

つも」▲寧に教えて卜さいました．そんな訳でした

から，初めてお目にかかった時も，ノ、7渚と∴う

よりも，きのこ好きの）】L生と．i▲う印象を受けまし

た．その後は，日本菌学会の採渠会を始め，先生

が良くご出席されている関ハ日計軋談話会の採渠会

にも参加するようになり，左′日こお会いする機会

が増えました．

これらぴ）緋祭会で左′日こ会う榎に　rぜひ愛媛で

もきのこ親祭会を作一）ては‥」と．iわれておりま

したが，その頃は〔日吉がり巨）ませんでした．

、自戒9隼にきのこアドバイザーとなった翌隼

に，や一ノと愛娘きのこ親祭会を発足させた■jiを左

二日こ鞘71．しましたところ，「良かった，良かった」

と人変にトt付しで頂きました．そしてこの11、董】に，余

び）顧問をお願いしましたら，宗持ち良くお引き受

け卜さ一Jたのが印象に硝っています．

親祭余が発足して3隼日の，、日成12隼8日5

【ト7日のこう川帖　石鎚両成就社での7吊什付き親

告会に，会として始めて来県してご指導を賜りま

した．

愛媛県は本州J）両と違い，きのこが良く牛否す

る森林は，公共の交通機関からは遠く，この石鎚

山へも」Ⅰく伊予西条駅から律l帖はで車で約1畔

l．■H，そこか弓ロープウェイに乗って卜往（成就駅）

で卜・い，それから成就社情合まで約40分と，坂

道を作られて，大変にお疲れであった■Jiと」上江、ま

すが，嫌な顔もしないでにこやかに，振舞われた

のか印射こ残一Jています．また，そ州）け）会員の

告ひようは忘れられませ／し．

11L牛も数隼問新居浜巾に淵／t　して居たとの小

で，最初に石鎚両に参加できた車を人変になつか

しがられていたのが，†、】】に印象的でした．

l射射那須談．最悠川　＼。27　川）叫隼1日

その翌年の平成13咋7日271ト29日と，、†′

成14隼7日261ト28日の2回は，宿舎まで中

で行ける面河渓での観察会をノぶ施して，この余と

して3回にわた－Jて現地で〃〕ご指導を頂きまし

た．

兄′巨が体調を眉されるまでの二川三軋　この愛媛

まで出向かれてご指導をしていただきました．こ

の後も，総会や忘年会にお誘いして，お謡を賜り

たかったのですが，長旅は少し無理のご様Jlでし

た．

今思うと，もう少し早く観察会を－■′＿ちしげてい

たならば，もr）ともっと11L牛のご指導を受けるこ

とが出来た刷こなあーと，私は勿論ですが会日通

もただただ城念でなりません．（愛媛きり）こ親祭

会）

（2008年9日27日受日）

最初明イ湖＝」成勅封できのこについてお川1をされている

木郷左′】（ヤ成12イ18日5日）

－11－

笥1L・日日のl浦項肛祭会でのl‖jJ余でさレ）こせ「にとつて

調川ほれている本郷捏′l H′成13イJ7日27Jl）
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本郷次雄先生を偲ぶ－マツカサツ工タケの教訓一

萩　本　　宏龍

私は，1955年4月に大学の3帖日こなって農

林′日動学科（4講座構成）に分属した．定員9γ一

に対して11名の応算があり，分届．．∫t灘沌受けた

が，木帖‾射L／仁　川．Winklerが1920年に唱えた

ゲノム概念の再定義によるゲノム．i削）提日比　ゲノ

ム分析法の確、工　パンコムギU）進化の系誹り）佃

明，種無し酎瓜の発明などでHγ1な遺伝学省）U）

お計らいで仝‖入れていただけた．同じ科にな1

た守申11▲氏（後に農′jく省研究機閲の棉物病理守

苫）とJ．川、みを利用して理ノア部附属柄物園や人文

hIlにしばしばキノコ採某に出かけた．そり）採渠

晶が濱出稔先牛（応用植物ノ、告講再′｝助教持）J）お目

に留まったのか；本郷君が時々来るから教えても

弓え　と云われた．これが本郷先′回）おγ．前を畑1

た最初であったように思う．

本郷）Pl二は滋門太′’神〕誹l佃こなられた翌圧で

31歳とおナ■誘、ったが，私にはキノコの分類′、声の

大兄牛に思えた．・臣払　既にわが国を代表する大

家であられた．先′仁は新設のノ了㌔では人「できな

いむ軟を調へに来ておられた．濱Hl先ノ＝）おご【11堀

にお見えにな－）たIl吊こはわずかな隙問に閃かれた

椅召こ座って濱口1左牛と証しておられた．捉′lは

静かで，お言葉も少なく，私び）分拙守君に抱いて

いる心如こよく合致した／Jであ一）た．私は軽し、宗

持ちで帖上をお願いしたが，、」蝦を情し／して文献

を捗朝日ノておられた左′卜には人変ご迷惑をお掛け

したと恥じている．

私は3回牛び）12日に柚物園内でアカマツの性

根に′仁えているキノコを見つけた．こ〟）キノコは

松魅に牛えることと1くい根状の柄があることで，

本郷左牛に同定をお願いするまでもなく．濱川先

牛ご所蔵の．出版されたばかり細l旧情　先′仁の

■脱色日本菌類図鑑（凪問．里方，1954、1〔）55）

を参黒目ノてマツカサツエタケ「C〃町仙川／Hg川〃

（P（－lS）Bll（、S∴1と容鋸こl・り定することができた．

私は，こび）キノコが松魅にしか牛えないことか

り，牛沼瑞の左折に必須〃）特異な物門が松勘こ含

まれていること，さ⊥1にその物門が他のキノコに

と一〕ては【′】分で作れる津遍的なものであることを

期待した．旧せてマツカサツエタケに特徴的な地

卜郭の棍状の柄は帰化件を，地卜部の柄は届他作

をもつもので，根状び）柄の付無は佐伯好日二申理漫

深度に依／∫′したJ′ノ尉本U）成1くパターンを示すもの

と解釈した．

それで，これらの仮誹を証明するために，まだ

応用柚物ノ、i㌦■細雪　川棚」により応柚と略称）に所属

する前であー）たが．横川11日に培地組成と分紺法

を教えていただき，華人沼地で予ノ日本形成を誹み

た．4回牛になって応柚に入れていただき，濱川

堤牛のご指′トでこ川1椚王を卒業論文川の研究誹題

にした．ある日，本郷先′巨にマツカサツエタケU）

話をしたところ「川村先′仁の図鑑は皿違いです．

二つあー〕て・・・一　と仰一）て，紙切れにマツカ

サキノコモドキ，二七マツカサシメジとお否きに

な一）た．私は和γ－が　二つあると勘違いしたが，損

語び）卒．論には和γ－は不要なので，C（棚Jg川rJです

ませた．1（）57隼3日に卒業して翌日から人草lち一こ

牛にノなり，潰旧）lL牛拙部屋にr占用】Jさせていただい

た．そU二川J）秋に濱州先生から「本郷君が図鑑を

冊したから‘Jl〔わへんか！と軌められて　頂色日本

菌類図鑑l（保f川二，1957　11日）発行）を11

日26日に濱州先′妻を通じて購入した＊＊

こび）図鑑は　二つの点で両期的であった．その　一

つは，A糾rl（、illes（この図鑑ではマックケ＝いり分

類がR SlngPⅠ、（1951）U）分紺本系に則一〕ていた

ことである．　二つ日は，この本の定価は1．20（）111

X：連絡左〒（う06－8061京都巾ノ．二J打和宮ノ、郡昔宮ノり榊J20－5

－1ニ2　－



であり（私は㌣‾省割引の1，000日で購入），当時

の回1－／大学の招業料が隼問6月0（〕円，国家公務H

6級職（現在のl櫛）の初任給が9，200円であっ

たことを考えると決して安くはなかつたが，なん

とか‾ト〃届く障園にあったことである．ちなみ

に，日日、」先生の図紺．は終巻が1，800円，仝8匹

では14，400円であった．三つ目は「描きのキノ

コの図は写真よりも分かりやすく，さらに色彩

が川村lXl鑑よりもはるかによく出ていたことであ

る．この図鑑のお蔭でキノコ〃）愛好裾は大いに助

かり，また，愛好省そのものも増えたことと思う．

私はこの図鑑をトにとって真っ左にマツカサツ

エタケを探した．松魅に生えるキノコとしてマツ

カサキノコモドキl伽′“／√血〝〃／“川〝／ピ′仙（Fr）Slrlg

∬P r）hiSir－glとこセマツカサシメジlβ“川、／〃肌′

川叩～…〟（Fr）Sl叩lの2種類が掲哉されており，

マツカサツエタケの名前は招弧付でもなか一〕た．

ノ了円も■亡では研究課題を変えてはいたが，卒論は

紙くずになってしま一Jた．私は，属まで異なる2

種類UJキノコの形態的相違を同・種び）環境条件に

由来する相違と誤解していたのである．・つの滅

菌シャーレ一に放佃。）傘を伏せて胞「を採11叉した

うえに，分離・培毒した．調紆1．・を混ぜてしまった

ので，分離にJ＝いた胞J∴紋は城してあったが判別

できなかった．何をおいても，ノ／樹頼材料こそあら

かじめ本郷左′日二日定していただくべきであrJた

と後悔したが，【倒・．十再び1⊥′二たず」である．

Jr困伸上。）・日本原色菌類図鑑　と同情巨の　厘

色版日本菌鮒牒Ⅰ鑑（大地三隅∴1929）には根状

の柄のあるJ′」三体とないJlノ招イ〟‾井ズlが・緒に．構っ

ている．しかし，川村卜IJ・上が．】己哉されている胞f

U）大きさは′潤い本郷図鑑J）二七マツカサシメジ

U〕伯に近いものである．川H博トはl刷雄を区別し

てお⊥1れたりであうか．他ノノ，イ氾議に思一〕たび）

は極めて特徴的な形レ）キノコで川村図鉱には減→

ているマツカサタケが今閃・本郷l、ズ瀾1には織って

いないことであ一Jた．不掲減の理由をおミ再Jする

機余を逃してしまったが．／ト考えるとこのキノコ

レ〕分類ノ’即勺帰届を熟超されていたのであろう．

関西l那須談川桧会Fl之　H（）27，2川）97トlJj

この苦し、経験は後年，除甘鮎川肝狛こ」用＝こ役

に立った．応植は農′、；用；にありながら教授，助

教払．削巾のいずれもが理ノ、省都柄物学科のご出身

LEJH　コーナー　思い出0）‖侶剛性物鮒（申公新

且1982）に詔述されている郡場竃捏′巨の弟子」

で，基礎的な研究をしているところであった．そ

のうえ，米不足時代で農′判はイネの研究が本命で

あり，キノコ細井究といえば失笑を；一ようだけで相

手にされなか〆〕た．したがって，キノコに関わる

職を得ることは李斯で，濱什けL′卜はご不快のご様

Jlであr〕たが製薬会社に就職し，1962咋6日か

らほぼ17年問を除草剤叫創製研究に携わった．

わが国の水l旧こは，1970隼代になって・・ホタ

ルイ■’と称する雑眉が急増して人HH題になった．

この雑「吊こ効かない除・－古刹の通用によって植′巨が

遷移したのである．そこで，在勤なl鋸古利を聞発

するために，会社の福加肌農場でフィールド研究

を担、【‖ノていた告崎杵　二氏が“ホタルイ’1を渠め

た．その収渠晶は変輿が極めて大きく，マツカサ

ツエタケの悪夢がよみがえ一〕た．り速，告山机尺に

根本を作らせて，私け学生時代に応柚の教将であ

られた／川駿・郎先牛（本邦カワゴケソウ科植物

の発け者，1行L開閉機構研究の捏駆賞，花井形成

機構の研究者）を介して折れな柚物佃甘辛榊〕人

伴次　二郎博1二に同定を依頼していただいた．そり）

結果，標木にはホタルィ，イヌホタルィ，タイワ

ンヤマイ〃）3種類が合まれていた．

告崎氏はその同定結県をうけて3種類の染色

体数を決めるとともに，千里丹）′Jく日日こ生白するり）

ははと／しとがイヌホタルイで，タイワンヤマイは

少ないこと，ホタルイは耕作永日1には押I代で，休

耕日などに稀にみられることを明⊥1かにするとと

もにそ州剰ノ＼便船明した．こ山城県に刈して，京

都ノく守からノ、十位を授与されたうえにH木靴【一宮学会
ノ乙■王を受賞した．私は，これをもって汗ノ】U）仇を長

崎で討ったつもりでいたが，2nnO隼（う＝木に勤

務先を退什したぴ）を機に汗J・▲の仇を汗ノ・で．．十Jこ

とを思い、上Jた．幸いなことに川「井淑√1tu）署

書（キノコ物語　かもがわ出版，2001）のお隈

ネオ：会靴No2（i（2（）06）1（う貞り）‖山域では，図鑑が出版されてから卒論を執1、，したように記述しているが，

記ノl揖責し、による誤記である．

－13　－



関西菌類談川は三さ鋸ド‖27，2009て11Jj

で2001叶11日4日に松勘こ生える3種類のキ

ノコにほぼ半世紀ぶりに京都御苑で再会した．今

は仇ところか「菌遊学」を楽しませてもら′Jてい

る．

関西菌類．一編講会は，発足、1日7Jは専門′泉が中心

で，誹前会頼演題は菌類全般にf十Jており，キノ

コが際、上）ていたわけではない．しかし，会合の

41i，’り近くを採脹会（現／1の呼称は緋察会）に充て

ていたこともあって，次第にアマチュアJ）人たち

が増えていった．私は，発会Il、ffから1962隼3日

まで庶務・会計を仰せつかっていて，採県会ル頻

度が多すぎるといささか不満であ←）た．しかし．

′ノ’土lLl　京，邪ノこ′、糾せノjナ．■冊、川玉ノ■■】HtiH情、木川LLフィールド

付、r教科l軒先センター森林スナーシ：1ン′†一1′＝甘究林）て

聞催された弟33回．訣川「余日064イ17日21、2511）

での本郷；寸亡′l［こU州、■ruエピソードは四「什淑「・lノしけ

日鋼・差　一　きいこい「根（ナカニシャ日日軋1973）に

．．Jされている」

11

講師難で演目先生がご友人に日射寅を依頼され，先

牛のご指示で講師のお宅に私がお礼の松蔦を届け

るようなこともあって黙っていた．今になってみ

ると余計なことを．i‾わなくてよかつた．

採集会で困ったぴ）は，キノコのl■り定ができる人

は本郷先′巨と林業試験場閃西友場におられた樹病

学のご卑門の紺谷修治洗牛のお　二人，たまにご参

加いただいた京都学芸入学の樹病学の永友勇先牛

くらいしかおられなかったことである．本郷先牛

にはキノコ全般の同定でご指導いただき，紺谷11亡

牛には特に硬ml宗匠）l■り定でお†町．．1になった．それ

から半世紀，′〉liの余の発ノ上封こは今J一一ぴ）感がある

′八十2＋濱＝昭けL′lu）研‘う■〔フィールトであ1たJ用l；ン【訂†

J）ノ己l吹LlHこ尤′‡を化し／しで建、■′された【松山州■■′1■lのl歳情

」U凸理に－■－∫洒仕献じ与れる本郷）】L′l（1083で‡10日2当

日、



が，これはまさにアマチュアを人■封こされた濱川

堤牛のご方針のもとでの本郷左牛のご指導細馴勿

であった．

本郷捏′巨が1961年に京都入学から理学「吋Lu）

ノ、封、lJをノ、封ナられた頃だ－〕たと思うが，濱Iil先生は

本郷先牛を京人理ノ、告錯柚物学科の然るべきポスト

に推薦されようとしたことがあった．しかし，本

郷先′1は，ご′豪庭のご【附l霊iを理由にお断りにな←〕

た．その後のノ了告闘争やノ、立科川編などはキノコの

研究には好ましいことではなかったと思うので，

関西菌期日炎‖最さ封Ii NrJ27，2日り折目り

俗冊帥ノ）ランク付けに囚われることなく，こ自分

の研矧こ適した場をし1かりと兄裾えておられた

先′臣7）態畑こ深い・甘敬の念を′し－ヱえた．このような

話は，本来，囚酌こすべきもので，両左牛は，頂

泉州■丁でlあいつはまた余日「なことを．－▲う」と機

嫌を損ねておられるかも畑れないが，／日日は牛用J

にお目′＝ノを請うことにした．左牛のこ冥福を衷心

よりお祈りする．

（2008年9日29日受付）

本郷先生へ

先牛のお顔やお姿をl押）、当たりにしながら，思

い出を綴〆〕ております．

浜けけ生の教室でお目にかか－Jて以来，観察会に

はいつもご指導を頂きました．とくに，磁門人

への訪問をお許し頂いたときには，石山、tJ二の駅ま

で迎えに来て卜さり，捌・ム中を押しながら赤仁が

むき出しの仁に建っている木造校舎へ．串くりも

やっとの小さな部屋の中に，ぎっしり詰まった箱

川津）の標本を覗かせて頂き，日を丸くしたもので

す．

またあるとき，先牛とグズマン先牛がご一緒に

来訪され，初めてぴ）外国の万のおもてなしに戸惑

いましたが，どうにか数時冊を歓談頂きました．

そ〟）とき，先牛が遅くなったことを奥様にお竃詔

吉　見　一　子

されていたお心遣いのお姿が日に残っています．

二野先′ULでぴ）ホンゴス会にも先′卜が入会のお

声をかけて卜さり，参加させて頂きましたが，久々

のお．■廿会いに嬉しさと安堵で胸び）詰まる思いで・

杯でございました．

先′巨亡への折々の心ばかりの心遣いにも，捏牛

はいつも欠かさずお礼け竜．i．1をけほ，律儀そのも

ののお姿に恐紬致しておりました．

先生，本郷先′上　いろいろと意義深い人′卜の綾

模様をありがとうございました．いつまでも，私

達の心の申に牛き続け，励まして卜さいます幸せ

を，心より感謝申し上げます．本、11にありがとう

ございました．

（2008年9日28日受付）
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l附Lll某「軋．′iこ川竹三で日と＼（）27　2川）叫lJj

本郷先生の思い出

私は′目勿が如きだ－）たび）でノ日勿学科（九州人

′判　に入′羊したが，それと同日吊こ生物研ノ姑部に

人一）た．「さて部溝動で何を研究するかlとなYJ

たが，同級牛にコケに詳しいものやらシダに興味

を持っているものがいた．l・りじ対象ではl丘汗lくな

い，また，高等植物にはそれほど興味をひかれな

い，と考えているうちに召供〕日射こ机付に連れら

れて行一〕たきのこ狩りのことを思い出した．一冊

の図鑑を購入したところ了11本のきのこ研究は

遅れており，わかっていないことが多し、1と述べ

られていた．こび）「わかっていない」という．部分

に興味をひかれ，「ちょ一）ときのこをほてみよう

か」と思ったのがき一〕かけで，その後30隼以仁

もきのこに関わることとなった．そ細図鑑のH二番

が本郷次雄先牛であ1た．今と違一）て回りにきの

こ会などもないため，採渠したきり）こを調べても

仝くわからない．そこで失礼も顧みずにいきなり

先ノ日こ千紺日を出した．圧す知らずの瑞蓑から

のf紙であり，返車が来ないことも寛情していた

が，意に反して11L牛はすぐに返車を卜きった．「き

のこの分類を勉強する刷は大変であるががんばrJ

て欲しい」という旨の畷かいお言葉をいただいた

ことを今でもはっきり憶えている．

入学できのこを学べるところがほとんどない

（リ日、摘描写入学には人ノ、邦完がなかった）ため，所

属する牛物学科（牛態学）の大ノ、祁‘己にfJつたが，

左牛とは関西菌類談常会の観察会や熊本きのこ会

でお会いしたり，手紙を出したりと，連絡は棚こ

とり続けていた．19R2イ日こは研修で3ケ川日大

′、封こおじゃましたりしたが，きのこを本格「畑こ

勉強したいという気持ちはますます強くなり，つ

村　上　康　明

いに本郷研究室の門をたたいたのが1983年び）こ

とであった．研究室では牛前申きのこ採渠に出か

け，牛後はスケッチと採渠した標本の整理，イ机は

アルバイトという′上江であった．きのこ採集は，

－J’浴（いもだに），国分（こくぶ）神社，関津（せ

きのつ）神社，荒い（あらと）神社など，人ノ7周

辺U）色々な場所を先生に案内していただいた．こ

れらの場所は先牛が断種のきのこを記巌される止

となった採脹地で，先牛の種をl「＝こ教えていただ

けるというのは人変貴丑な経験であり，きのこに

囲まれた†ニせな時制を過ごさせていただいた．そ

の後先′仁は退官されたので，艮沢先牛をはじめと

した一連の研究牛の申で私が最後となったようで

ある．、11時のノートをめくってみると，きのこを

採渠した環境と出こ本郷先牛J）お姿が鮮やかによ

みがえってくる．なお，文申の学名は日こ今閲穴

山・本郷次雄H「脱色日本新菌類図鑑」に従った．

1982隼8日11日，人津車国分で柄に赤

い粒点があ一〕て孔Llが赤く縁取られたイグチ

を見つけ，ツブエノウラへこイグチβrノ／（ノ加

押〝＝／叩刑（・′仙nHo1180と教えていただいた・印象

深いきのことしてスケッチ2）が残－）ている．

1982圧8日20日　混門人ノ、首構内で傘の肉がl嘉子

色に，柄の肉が赤色に変色するイグチをuつけ

た．兄牛にはていただくと，クロアザアワタケ

ズ川′（・〃〝…日日．仲川‘“・〟／“加HnrlgOとのことで，「傘

をこすると黒くなりますよ」と教えていただい

た．図五酎こ．1．打った本郷捏牛のスケッチにはこれら

ぴ‾汁吊勤が良く現されている．

1982年8日21廿．荒巨神目で千体に黄仁色

の粉を被って褐色のひだを才、1つテンゲタケ属び）一・

l）この帖　′巨まれて初めて描いた類杓鮮）きのこのスケッチを同封してLJていただいた．その後，本郷先∃＝＿

は折に触れて「村上　日はコテコテの絵をj肌、ておられましたな」と笑われていた．そのスケッチの　つ

がナラタケで，へたではあるが最も印象に城一）たも0）で，／〉でも人切にと－）てある．

2）こうしてスケッチした種は，別の機会に圧つけた際，たとえ傘の　▲部だけしかなくてもl神川できるから

不思議である．
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種を見つけた．本郷左牛も見たことがないと占守〕

れる．新種候補として「ヨゴレコナテンゲタケ」

ぴ）仮名をつけて親祭を続けたが，最近は神社の整

備により瑞境が変わり，発′卜しなくなったようで

ある．

1982隼9月10圧　先牛と閲津神社に出かけ

た．シイの樹卜に傘がうぐいす色の美しいイグ

チが牛えているのを見つけて11に牛にLJていただく

と，ヒメウクイスイグ子とのことであった．こ

のきび）こは先牛のお気に入りのイグチの　一つであ

るように兄受けられ，「顕微鏡卜で胞√が金色に

紀えるのですよ」と教えていただいた．また，柄

につば様のl私起を持つ，クリイロイグチに似たき

のこを見つけた．先′卜によると，長沢氏が新種記

．1．日1定のきのこで，長いシスチジアを持っている

とのことであった（のちにクリイロイグチモドキ

（；＿1／（｝I”／・LI、I（”tLgIり5lt（／llllEl、NagasaWとl＆Hongoとして

発表された）．

1982隼10日15日，先生と信楽町にJl摘、けた．

この日はゴヨウマツの樹下にきのこが群牛してお

り，ヌメリツバイグチ，ワタゲヌメリイグチ，べ

二ハナイグチ，ゴヨウイグナなどの新椚な個体を

採集することができたので，帰って111速スケッチ

した．

1983年8日8日，国分〃〕アカマツ・コナラ

林で合体かば色の粉を被一）たテンゲタケを圧

つけた．初めて出会ったが先牛に見てもらう

までもなく，カバイロコナテンゲタケA〃J州J仙

川／√イ（リ・′明川ど〟Hnngoとわかった・このきのこは，

人変印象深いきのことして先牛と用地等に澤場して

いる．

1983年〔）‖23圧兵J小県ノー出家車で淡赤色の傘

バラ色の柄にF′1い網Ilを百する美しいイグチを見

つけた．先′日こよると新種に問違いないだろうと

のことであった．　▲度しか採れなかったので新種

記敲できなかったいが残念である．

1983隼10月18日，信楽で松林を串いている

とへこヤマタケの伸問の美しいきのこが見つかっ

た．帰一）て先生にはていただくとヤマヒガサタケ

旦Ⅶ′…、わ‘Ⅷ血冊…わ‘げ川〟Hnrlgnとのことであった・

19日こう隼10日30r「，京都の清水Illで傘と柄J）

表面に特徴的なささくれを月つフウセンタケの伸

関西≠撒1日嬬当会余社主　ご027．2日（）9年1日

間を採脹した．侵ていただくとアサクラフウセン

タケr√〃一／肌〝一血・呵g〟ピ′睨－Hongnとのことであっ

た．

1984年9日25日，′上塚市で採集した，傘

が褐色で黄色い柄が傷つけるとさらに黄色く変

色するイグチを兄てもらうと，サザナミイゲチ

β（ノ／ぐ仙目上′わ川川〟椚仰Zeエ“HorlgOとJ）ことであった．

「サザナミ」という名前を不思議に思って　r由来

はなんですか？」と問うと，「昆琶湖のさざなみ

から命名したのですよ」と笑顔を浮かべながら話

された．（失礼ながら）先生にしては珍しく文学

的な命名だと感じた．

1984咋10月，先牛と関津神社に採某に出か

けた．きのこを探していると地ノ亡の人にJtTをかけ

られた．日く「神社の裏山」はマツタケが発生する

場所なので，きのこを採ってはいけないIl」．マ

ツタケ泥棒と間違われたわけである．その人は四

則棚こ付γ－なきのこ学者に詔をしているとはつゆ

ほども思っていないのだろうが，失礼な話であ

る．しかし本郷先′巨は黙－）て話を聞かれ　そり）場

を、■′‾ち去ることにされた．私としては不満で，rき

のこ細井究をしている」と話せばわかってくれた

ぴ）ではないかと思ったが，それではやぶ蛇で，先

牛J）とられた行動が1日碑だったぴ）かもしれない．

1985年9日30LJ　捏牛とfJL7日こ出かけたと

ころ，きのこが大発牛していた．ダイダイイグチ，

セイタカイグチ，ナガエノウラベ二イグナ，アシ

ナガイグチなど多数が圧られる申で，シ［Jテング

タケん”州〟“′7ピ〃〃川′〟川Hongoが宗全な菌輪を描

いて山ていたのは特に印象的であった．その後Ij一二

往の採渠地は道路叫関連によ←）て消滅してしま－）

たという．

また，本郷先牛を始って多くの菌学打が研究墨

を訪問されたので，世界的に宮‥ア，なきぴ）こ学吊と

も間近に接することができた．

1982年9JJにはアメリカのミラー左牛（Dl、

Orson K MillerJr）が奥様と共に滋門人学を‖／川1．J

され，しばらく案内役を仰せつかった．京阪バス

のバス停で奥さんが；ミラーが…・」と言われる．

ミラー先牛がどうかしたのだろうか？といぶかっ

ていると，道路の反対側を指さされた．そこでよ

うやく理附したのだが，「日本はカーブミラーが
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′吉日　ルリハッタケをスケッチする本郷左′1

あるので交差点で見やすくて良い」と．アメリカ

にはないとも．LとRを聞き分けられなかった日

分を恥じると肘こ，良い思い出にな←）た．　一緒に

サケバクケを採渠する機会があったが．先生は札

が写真晶ほうするのを見て，「あなたが根本を寸、ト）

ておきなさい」と．写真混形だけではだめで，．，ll

拠標本の保存が人車であることを暗に諭されたも

のである．

1983年8月にはスイスのホラック左′卜（Dr

LHorak）が来られた．イッホンシメジ類が得点

な先生であるが，標本は1佃，2佃では役に、－／二た

ず，3佃あって初めて1種であると冗談交じりに

．．．1されたのが印象的であった．

1983年9日にはアメリカのシンガー先′卜（Dr

RSinger）が来られた．清水両できのこ採黒をす

ることになり，本郷先牛と共に出かけた．0日と

は．，一〕ても初旬の害い捕りで，多くの蚊に悩まさ

れた．そこで，「11本の蚊が－ようこそシンガー

先′‡　と大歓迎していますよ」とジョークを．．う

とシンガー先牛は人吉びされ，・‾パパ，シンガー

奉って知っているかねγ蚊が多い場所ほどきのこ

も多いんだよ」．

′ノ頃2　シンガー捏′1とイ郷洗′1（点描l；車八批判l侶こて）

l■り隼11日にはイギリスのコーナー先隼（Dr

F．＝1Corrlel）が研究墨を訪問され　今度は滋賀

県大津巾から1く野県までケ申奉の旅け稟内役を圧さ

れた．コーナー先生は艮身でパイプをくわえた姿

がよく似合う，「これぞ・用1滴中日　というお姿び）

人であった．道中では，私がきのこの分類を研

究しているということから，マレーシアの熱吊雨

林では菌根性きのこの発′卜期問が人変無いことな

ど，ジ三丁－クを交えて話してくださ1たのが印象

的であった．奥様も人変お優しい方で，不慣れな

案内役U）私をねぎらっていただいた．

研究圭では午前叉は牛後にお茶細峠日日があり，

本郷先牛はその休憩時間を人変楽しみにしておら

れた．構両先生，加越兄牛（、11時私と・紺に研究

牛だった）や学生さんと　一緒にきのこや菌学会の

捏ノ仁万の詔，海外での採集旅行の請など川古山話

に化が咲いた．ある時など本郷先牛が教授会をサ

ボられ，「会議会議でかなわんですわ」とか‘i▲い

ながら私たちの部屋でお茶を飲みながら．i吊こ打ち

興じられたのも懐かしい思い出である．

（人分県農林水庫研究センターきのこ研′死所）

（2008年10日1日　受付）
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川　上　嘉　章

本郷先生を偲んで

滋門人学で研究牛をさせていただくことになっ

たいが昭和53年4日，そ州帖初めて本郷先生に

お目にかかりました．最初はいったいど／しな先ノ仁

なのだろうか，たくさ／し教えていただけるのだろ

うか，図鑑を出、ておられる偉い兄牛が私のよう

な　朝究生に詔をしてくださるのだろうかと不安

な歳月ちばかりでした．初日，狭く漸甘い先′1の

教′妻招くに入り，【′】己紹介などをした後で，先′仁が

描かれた美しいキノコU）水彩両をし上せていただき

ました．私はほ／しとうに紀とれてしまいました．

図鑑では汗目していたり）ですが，いざ美際頂両を

圧せていただき感激したぴ）です．そこで先牛が1．

われた∴葉に愕然としたのを堤えています．r採っ

てきたキノコUJ／吊狛両を描きなさい．ノ兄えるには

それが一・番ですな」と．水路由lなどJl肌、たり）は小

ノ羊鮫の祇守隼のころか遠い思い出であり，しかも

何か告「なイメージしか城っていませんでした．

でもここでこ／しなことで研究隼になるのをl仁める

わけにはいかなか－Jた〟）で，あきらめて水彩l帖こ

挑戦することにしよした．それから先′卜は「lr11

机半を目し、なさい」とl肌、たこともないような′71

のγ－前を．1▲われました．それは上l芸も糾い′、†、・＿のこと

で，キノコを描くU）になくてはな⊥1ないものでし

た．しかたなくゞ■巨、ました．しばらくは悪戦苦

闘でした．でも5日ごろスジオナバタケを描い

たころから，「‖分がこ／しな給を描いたのかと思え

るもり）もあるようになりました．1日に2、こう種

類しか描けませんでしたが，確かにI Hそれば

かり圧ているわけですから，これは揖えないほう

がおかしいということに宗づきました．結局そう

やって2隼閲描き続けることになりました．

採集場所は滋賀ノ了古刀あるノ（津l吊止辺の二日

もl目上キャンプ場，半治車，京郡市，奈良巾等々，

先牛がこIr分の軽廿助中を運転され，l・rj来させて

いただくこともたびたびでした．枠回へl一昭」▲し，

′トまれて初めてマックケを見て感激もしました．

－19

人草の4回牛にKさんという互子守牛がおら

れ，左牛は話をすることを楽しみにしておられま

した．私が一つ証す刷に20ぐ、らい証されるぐら

いでしたが，これまでにないヲ細l気を持っておら

れました．先′1－のお宅で夕飯をご馳ノ上になること

もありましたが，お溝がはいるとますます気さく

で親しみやすくなられました．そういう時はいつ

もKさ／しのことを．．．1題にされました．

滋ぐ■扶ノ、jノ■近く叫川こノi′■′‡と　一緒に子J－JたIlJJU）もJ）です

採集余では，こU）キノコは食べられますか，と

いう質問力㍉l－．ていよしたが，11」′山よいつも【堪、は

キノコを食べるということは興味ないですなj　と

いつも．月っれていました．また「柚物，特に樹木

を見えないといけませ／しな．キノコだけ堤えても

いけません．」これは，ど／しな瑞上封こそのキノコ

が発牛するのかを知らなければいけないというお

教えでした．

研究生を終え，広鳥に就職後，アキノアシナ

ガイグチを最初に見つけたl削ま，今までに無い興

奮をノL－ヱえ，先′卜に標本を送ったことを堤えていま



l馴西l杵舶談．1．日てこ用i＼。27，2009イ‡1Jj

す．左牛が【ぉ，これは珍菌ですな巨　と．iわれ

るのを期子、】Jして．すると先牛は　r南力系のキノコ

で日本では見つかっていなか1た種類です．広

鳥でりつかったので－▲安芸〃）1というγ■を入れま

しょう」ということでした．なんだ，もう記録が

あるぴ）か，と思いましたが，“安芸の■1という名

を入れるということで感激もしました．そぴ）後，

このキノコが11本で初めて広鳥でLJつか一Jたかど

うかについて異論があるようですが，それについ

て私はとうこう三三うつもりはありません．でもr安

六の榔長沼IJ」と命γ】された理Il＝ま別にあると

思っています．それは，先牛はお′仁まれは大津車

ですが，広鳥高等帥範学校，広島文f【1リ了iノ：を卒業

されたということで，広鳥には特に思いいれが雌

かったからではないのか，と思うのです．

まだまだ先′日こは教えていただきたか－）た．お

詔をさせていただきたか－Jた．ごH裾をお祈りい

たします．

（2008咋10日20日受付）

｝　　　　「▼　字　一椚闊F「■

FIJい′′ノィけ州－．てさ美した　これは，′）から】5イl尺hVJにl帖車用神棚地租小川レ眉l根上再こ．、■11景レ川、よりて，そU）

牛山退日．射卑小送別余が日子l；で聞かれたとき0）ノ′立だと想いよす　赤いリボンをつけておられる4γ，が退川．■左打て‾しい　ノーか

▲㍉㍑狛†車井川かりし、森林総合研究所肌小川さ／し，l．、nj山U．土山卜川さん，そして奈良仲川l伸さんてす　」＼郷シIL′lは2叫

lH吠引虻にい⊥う一JLノ、・〕いよす．（／く＝Ⅰ雅人）

一　2（）－



関西菌類談川日出f　＼。芳　川杓子日日

本郷先生との出会いと「私のきのこ中毒」

上　田　俊　穂

はじめに私トト身び）ことを書かせていただきます

ことをお許しください

私は小さいときから理科に興味を持つ　r変わrJ

た上　でした．とくに中学牛叫代には，なぜか化

ノ判こ強い興味を持つようになりました．、■1時，京

都は小学区制でしたので，私U）適う中学校からは

1－ri適利は伏姑甘校と決一）ていました．いろいろ悩

／しだ木に普通科へいくことばやめて大学区の洛陽

．訂校（l二業化ノ、封ミl）を志望し，卒業後はすぐに就

職すると決めました．J昭和）予想を裏切一）て合格

できましたが，案の定，私は授業についていくの

に必岨こなる必要が牛じていました．、■1然，授業

は告痛でした．

そういうわたしの逃避場所は校内の図書鋸でし

た．111′、封加）「図書圭」の比ではない両のような

書物，閉架式の．1摘戸や大きな閲覧室，図黒酢専什

の左牛が居られること等に鷲かされました．その

図．朋酎こノ＼ると／亡側にカウンターがあり，そのl■′り

いにたくさんU〕辞．1；や図鑑が亜んでいましたが，

たくさん〃〕脱色図鑑類をuてわくわくしたもので

す．この場所で私の人′1二を左石するような　一冊の

木に出会いました．

．明晰）図鑑類を圧ていくと，車に保育社のl原

色11本菌類図鑑一というのがあったいです．「ん？

菌類図鑑って何細匪！鑑‘ノ」と思いながら1附JHlし

てながめてみると，そこにはたくさんの色とりど

りのきのこが抽んでいるではありませんか！　世

U）中にはこ／しなにいろいろな色・形の，たくさん

U）きのこがあるのかとす一）かり照きました．そ

れまでは，きのこなんて興味も知識且はと／しどあ

りませんでした．父の戦前の自科辞典り）中の図版

と，母がl〔■上ってくれた植物図鑑にある粗末なカ

ラー図版拉）みが札のきのこ〃）知識の仝てでした．

礼里附で出会一Jたその図鑑の申をはた口碑）驚き

と熱い感動は，／〉でも忘れられません．、【1然，侶

りて家でゆっくりLJたか一）たび）ですが，図鑑類に

－　21－

は「禁掃廿．」という赤いラヘルが貼ってあり，人

変がっかりしました．しかし，ありがたいことに

聞鮒時から次び刃iの聞館前までは貸してもらえる

ことを知り，ほんとに娼しかったことを思い廿日ノ

ます．

私は伸弦も何度もこの図鑑を侶りました．吾省

は今閲′■＼山と木郷次雄という左牛で，本郷左牛は

磁門人ノ判こ勤務されていました．わたしはもとも

と滋賀県人なので，お目にかかったこともない本

郷化生に親しみを′し、ヱえました．これが本郷先′卜と

U）最初の「出会い」でした．

あるとき，この学校には牛物部という〃）がある

ことを知り，同級牛のE君を誘1て入部し上し

た．私び）学習成績はま一〕たく振るわなかったので

すが，図書飾以外に生物部頼．1動も加わり，それ

らは私にと一〕ては別lt丹頼〕ように楽しく，そり）お

蔭でなんとか毎日通学できたようなものです．

私は，父から本の11付言きは必ず読むものだとう

るさく言い聞かされ，それを純出こも守っていま

した．そり）図譜．の前．】Fきも，リ1然のこととして．iノ〔

みました．

するとそこには日本のきのこ刷粁究はノ、変遅れ

ていて，γ．前が判らないきのこがたくさんあるこ

と，11本にも多くのl粧軋り研究賞が否ってほしい

ということなど，照くようなことが切々と書かれ

ていたり）です．また，図鑑に．龍っているきのこ

は，多くが宮ハたちが＝ら描いた図であるという

ことでした．私は′′ノ：兵だとばかり思っていました

ので，本当にびっくりしました．（後にその帰図

を見せてもらって，そり）精緻さに，ざらに驚かさ

れました）

そのことにおおいに刺激を受けて，すぐさ王私

もきび）この図を描いて［ユました．牛物部顧l吊の

M先′仁は給l由口ごも石γ－な古で，なかなかうまい

ねえなどとはめていただき，大いに励みになりま

した．私はクラスの最F屑を低迷していた〃）です
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が，その図鑑の前月さは「何か僕もや一）てみたい」

という夢を持たせてくれたようでした．

私はt」曜日には稲荷神社や束裾、上　届l侶一など

へきレ）二を採りに行－）ては図鑑と照合してγ■前を

調べていました．、判吊は今U）ように古′州隼を誘惑

するいろいろな遊びがないll、■J代でしたし．趣味な

とに脹申する人を鳥鹿にする「おたく」なんて．i

う．i葉も風潮もありませんでした．ただ，ちょっ

と変わっていると，棚こはよくJわれました．仏

はこんな面目いことに興味を持たない人こそ変

わ一Jているのたと，よく．j‾い返したものです．

顧問のM兄牛は，きのこに大きな興味を書、巨〕

た私に，京都ノ了削農ノ告侶こはマツタケU）f・軒先で

自†－な濱H稔という左牛がおられるU）で，訪ねて

行一Jてきのこ跡地強叫1力を聞いてLJなさいと紺

椚ノ、を出、てくださいました．射〕頃，私は′卜よ

れて初めて太守というところを　一人でl汁気を出し

て，しかし，おずおずと訪れました．ひんやりと

して一㌧印肯く，落ち省いた古い建物の廊卜を通り，

不安な気持ちで「応用柄杓守研究室」という札の

かか一）た部局をノックしました．

濱目先牛からはきり）このことだけでなく，き

よざまなl附裾こついて高校′巨り私にもわかるよう

に話してくださいました．初めてU）出会いでした

が，ノ十四〕左牛から問返にいろいろなことをおIiR

さして，心から感動しました．また，後几　あぴ）

脱色菌類図鋸の署省の・ノ＼である本郷左′卜を紺介

してくたきいました．本郷先′‡には私がjl肌、たス

ケッチをほていたたき，伏見J）稲荷神社で採－〕た

「タマゴテンゲタケ■　と同定したスケッチに，わ

たしはまだクマゴテンゲタケはみたことあり上

せ／し．これはタマゴテングタケではなくノ1川〃J油J

／）、（ノ′両フ。′7山川′　です」と′、吉行を書いてください

ました．そして，木郷11」′卜にはそJ）後数l隼問

にわたってき〟）こUJことを教えていただくことに

なったのです．

高校　二イ十日りある帖，「さ■のこの勉強をするに

は，帖まともあれノ了iJ・に入りなさい一　と濱州・本

郷由紀′日こつよく仙められました．しかし，ノ言ご：

という建物には何度か来ていても，紺吊はノ、∴ご’な

／してl′l分とは無緑〃）削り）世理だとノ⊥いっていました

し，′、iりJ的にも経済的にもとうてい無理でした．

はじめの考えどおり高校卒業後は枕職すると決め

ていて，まもなく神†】税閲で働くことになってい

ました．

しかしそのころ，なぜか′デ度は叔父や両親が，

これからのtll二の「＝1人学を出ていたはうがいいと

JL、出したぴ）で，ついにそれまでは仝く思いもし

なかったノ了告進学頼ノ江、をしました．　一冊の本と

．人の左牛との山会いと助言があり，　▲左で叔父

の緑済的採助という、；′運があ一）たび）でした．・潰

して入ることができた人阪府、‘／ノ了出塁ノ、裾囲〕こて‡

′恒）頃でしたか，偶然にも，あ頼責l目先′巨り研究

室にノ了邦■こ牛として居られた万が，私が学ぶ府、‘′＿

人ノ、揮）遺伝育種ノ羊研究室に来られたのです．そJJ

万は衣川堅　二郎左牛という／Jで，私はそのとき以

来，衣川兄′仁をlノLり＼llの伸として，きのこだけで

なく様々な多くのご指導をノ、乏けることになりまし

た．これはまことに幸運でした．

さて，本郷先牛が水彩絵の日で描かれたきのこ

り）スケ、ソナノ封軋近に拝しJすると，傘長Irllの鱗ノ【．の

様Jlや，ひだとひだの粧閥の陪臣が非常にたくみ

に表現されています．最初の頃は，それは絵の日

の塗り車ねによって表現されているのだと思い，

それを照以ました．しかし，左′日よ私の描いたス

ケ、ソチをご覧にな一）て　rこてこてぴ）スケッチです

なあ．給刃拉）つけすぎです．」と′笑いながら仰

いましたり）で，以後改めるようにしたもぴ）です．

入省ケ煩やJ工ノくのノ■月日舶廿林での扉拍車）きのこ

採県会U）ときなどは，スケ、ソチがイ如こな－Jても終

らず，左牛と机を帖べて慄申㍑灯の明かりで刊1持

続けたこともありました．子Jき川■．ってl木卜っている

時に，「私が何とかしましょか′ノ」とパーをかけて

ください王したが，rいや，頂張ります．」と答え

てしまいました．後になって，r伝っていたたけ

ばよかったと忠一ノたもU）です．

大学人上皇後は疋時制高校へ勤務することにな

り，放隼後にノ（板から大津の膳所／＼引越しまし

た．そU）ころはしばしば磁門ノ了；ノ：を訪れ，こ指導

を仰ぎました．研究′仁として，も1ときのこび）勉

強したかったのですが，rそ／しなことしなくても，

いつでも来てください．と仰YJてくださいまし

た．

Jl
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巨細￥＝よ本郷先′巨が描かれたニセクロハツの水

彩絵の紺こよるスケッチです．

これは先牛がお元矢なころ，お宅で写させてい

ただいたものです．ちょ－）と削りにくいかもしれ

ヱせんが，ケント紙に描かれたきのこ，シスチヂ

ア，胞「のスケッチが切り抜かれて白紙に貼りつ

けてあります．その理由をお聞きしますと，図を

動かして都合よく亜べやすいからだということで

した．

あ，私のきのこ申毒性験の誼です．むかし，き

のこ伸l廿∵人で芦牛の京人前習林へきのこ採渠に

行き，そこでt昭子20cmはどの人マツタケを　一本

採りました．それはかなり古く，雨にめれた以仁

にぬるぬるしていましたが，「えーい，腐一）ても

松山！」とばかり，すき焼きに入れて　り＼で美味

しく食べました．が，就寝Il川厄病を催し，　二人が

夜l国こはげしい卜痢をしました．

もう一つの申試ですが，すでに述べましたよう

に，高校牛のときに出会－Jた　一冊の本と高校や大

学の化生万にご指導Jl′ほ，私〃）人′巨ハノ▲鉦Jを決め

る人きなヒントもいただき，きび）この勉強をする

ことができました．就職後は，きのこのことは趣

味として続けることにしました．できの悪い教え

Jlで，／）ではきり）ことのつながりは切れかけてい

l現西頼l熱ぷ高付会；・li　＼（）27，2日（）911日

ますが，何とか細々とつながっています．

またきのこのために本や跡微鏡の「投招」もし

ました．これら　一適の甘美は「きのこ中毒」以外

のなにものでもありません．幸い命を落とすこと

はありよせんでしたが，「′猛毒」だ一）たかもしわ

ません．これが私のきび）こ申毒です．

昨今，きのこに興味を持つ人達が増えていま

す．最初は「食べられるか毒かを知りたい」と

いう動機の場行が多いようですが，何人かはきの

この魔力に魅せられて，きのこそのもり）について

もっと某日りたいと思われるようになるようです．

新たにきのこl巨竜にかかる人が発牛し始めたとい

うことでしょう．

HONGOS会という会があります．HONGOSは

スへイン語で菌類とかきのことかいう意味だそう

ですが，お削りの様に「本郷」と日．里1合わせです．

本郷先牛がご退職の頃に先牛と数名の「きのこ伸

聞」で、一′▲ち卜げられました．隼に数l・－闇ミまり，勉

強会をし，その後は会食に移行しました．場所は

大損忙牛のお宅でしたが，同会のHl聞び）お宅や別

邸，野外で採無会ということもありました．初め

は数名だったメンバーも，先牛の優しいお心に

魅かれて次第に増え，40†，をこえるようになり，

回数も66l‖1になりました．先牛はこび）会合をと

ても楽しみにされていたようです．先牛が亡くな

られてから約　一午後，先′卜のご霊前で第67回〃）

会合を，1出端と同じように開催しました．そこで

は今後も続けたいというパーが多く聞かれました．

図鑑というも刷ま，自然物〃〕無表情な（√日羅

列だと思いますが，もし私が本郷捏牛のあの図鑑

に出会わなかったうきのこに興味を持っていただ

ろうか‘∴　入学へ行1ていただろうか？‥・と考え

ると，本の【lさき「と．．克み‾「とがl司誹‖ノた昭には，

計り知れないような力や情熱を読み口こ与えるぴ）

ではないかと，偉人さとl■岬1－に畏怖も感じるので

す．

木郷先隼　いろいろお廿日Iになりました．あり

がとうございました．

（2008iIlO＝15日′受ィ、」）
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本郷先生と過ごした時間

こり）度，本郷次雄先生の追′Fl：湾を編集させてい

ただく機会を得た．談話会会日の情様より　一足い

く，投稿された会員諸氏〃）1雄蒜に触れることで，

改めて本郷先′巨が日新講会に残された功績の大きさ

を感じた次第である．またそれは同時に，自分

の申に残っている木郷1日▲＿との思い出を思い出す

き一Jかけとなった．以卜に，的中ではあるが，紺

介したい．

私が本郷先牛とよくお話しさせて頂くように

なrJたのは滋門人ノ、告U円眉こ入学してからであ

る．学部生として適っていた筑波入学を卒業する
、隼前に磁門大ノ判こ今度人学院ができるという詔

を聞くことができた．早速試験を受けたところ，

臣、合楕して，棋山和［二1日一＿の研究墨に所属する

l㍍牛の一・期牛として在学した．こ細1、tJ，本郷左牛

は既に滋門人を　一度退職されていたが，非ノ．削助詞

rl11】として，週・度人草に通っておられた．先′卜は

授業〃）前後，よく牛物ノ判研究室に廟を出して，学

牛とよく誹をしてドさった．他の左牛の授業を受

けていても，持業U）最初に11己紹介で，きのこの

研究をやっています，というと，前には本郷先牛

という力がおられて，横LJl先牛とご　一緒にきのこ

の研究をされていたんですよ，と紹介されること

もあった．

、l川寺，同級井にアセタケ届を研究しておられる

小林孝人さんがいた．本郷左廿と宰人さんの誹

は，私にはとてもレベルが高く，「1分の勉強不足

を痛感していた．

－リア，私は研究テーマとして，菌根の形態的特

徴を記．拭することを掲げていた．このためには，

材料として菌根′lVlきのこの菌糸をJlノ烏体から柚物

2′1

小　林　久　泰

の根までたどって，菌根を探しJHす必要がある．

11四十には多種多様な菌根菌が柄物の1つの根系と

ハ生しており，きのこの直卜とはいえ，他の菌が

混ざ←〕ていないという保‖lIはどこにもない．菌糸

や細根を選り分けて，目的とする菌と柄物の組み

合わせを浮き1がらせて，l箱根の記載をする，と

いうものであr）た．ナノ来休直卜の巨壌ブロックを

一一週闘肋、けて観察することもあった．

そんな私が本郷兄月‾とお話しすることと言え

ば，この時期なら，どこにいけば，どんなきの

こに出会えるのか，といった一般的なきのこ談義

であった．本郷先二巨からの情報が試料採取に大い

に得、十）たことは1iうまでもない．いまから思え

ば，も一）ときのこの分類についても勉強するよい

機会であったのに，という後悔び）念がたつが，、一1

時ぴ）私にはそれで十分であった．

アカマツーコナラ林に牛えているきのこの卜を

刷って，その種がコナラの根にしか菌根をつくっ

ていないことがわかると，樹木ときのこのl射係に

ついて，お話しさせて旧くこともあった．尤′仁は

「菌根を裾ってみた訳でないけれどもこ　と前閃き

されながら，様々なきのこの詔を聞かせて卜きっ

た．とても楽しいtl誹りであった．11日こは菌根共牛

研究にl重要な示唆を含むものがあったと思うが，

珊l如〕私にそれを理解できていたとは思えない．

そんな訳で，本郷先牛と過ごした時問を，自分

なりに振り返ってみたが，きのこの請をされる時

J），いつもにこやかな化生のお顔を忘れることは

できない．大勢の措様とご・緒に先′巨のご1現■言を

お祈りしたい

（2008隼10日16日受付）
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学生時代から一生の師である本郷先生

西田富士夫

私が本郷先ノ巨りおられた滋門人学教台ノ、7潮に入

学した細川作目44隼．その頃は，日本Illの大学

でノ’ir：生絹ノ恒）嵐が吹き荒れていました．この隼

は，射人なとに代表される人草紛竹の激しか一〕た

入学で〟）人．式か坤1仁されるなど大荒れ状態であり

ました．滋門人学州吉J辺には，よく整備された豊

かなl臣Ilや川園が開けていました．広くゆ一）た

りしたノ了揮）構卜机ま，とても【′1然が豊かで心地良

く，ノ＼の心はゆ←）たりしていました．そんな瑞境

伸中での本郷先′卜と〟川1会いでした．（入学前に

は先牛の存侶ま畑りませんでしたが・）入学1力

＝後の5川こは，この人判こも紛ノf十の波が押し寄

せ，令′、告郡ストに突入することになってしまいま

した．全ての講義がストップし、－／＿看板があちこち

にIl／＿ち，何やら肱声帯でアジっている先輩学生た

ちがいっぱいいました．何回となく令学部渠会が

開かれ，これまでのノ十才：の非艮口内な体制をくつ

がえして艮圭的で「＝IJな大学をつくりあげようと

の運動でした．ストは半隼にわたって続いたので

すが，その問の約（うケ圧　全ノ、告肛渠会から次の全

学邦集会までのあいだは，我々　一般学隼にとって

木、1うにゆったりした時刷がパーえられたのでした．

、■111卸〕′日勿研究室は，卜級牛（1、3回牛）の部

局と1級牛（四回牛）の卒論研究室がありました．

卜級′卜は時々，　どんな研究がされているのか

とても興味があって，卒論研究室をのぞきに行っ

たものでした．そこでは，いつも部屋いっぱいに

何やら独特の臭いがただよ－）ていました．なんだ

ろうr／それは古い電熱器できのこを乾燥させてい

るときの臭いでした．その場には，よく本郷先牛

が顔をみせられ，きり）この詔や高等柚物の．．．Iの化

が咲いていました．私も，採集した柚物を持って

い←〕て先牛にみてもらったり，図鑑をひく練習を

する機会がど／しどん増えていきました．

時間がうまく合一〕たと封二は「戸tl川君，ちょっ

と採集に行こうか！」と‖炉）て卜さり，11L牛愛用

のスバル360に乗せてもらって近くU）l恒＼連れ

てfJ一）てもらいました．こU）ト巨は，結構情力があ一〕

て，小「司りが効くので，狭い山道を通って採集地

にfJくにはちょうど良かつたのだと思い至す．ス

バル360　とは，フォルクスワーゲン社の付γ一な

カブトムシ型の劇こ対して，小さなテントウムシ

の愛称をもつ峠四輪車のことです．また，、11時の

′巨物研究室煉り）前にはいつもこの車が馴・いしてあ

り，この頃があるかないかで本郷先牛が外出申な

のか部局におられるかが分ったもり）でした．おか

げで，何種類かのきのこの区別はつくようになり

ましたが，城念なことに，、1時の私はあまりきの

こに関心がわきませんでした．給麗な化が咲く野

・■，’・－や山中に見られる樹木など，もっぱら高1柚物

に関心がむかっていってそちら紺まうの採無をし

たものでした．でも，本郷）L牛はいつもl私は

専門でないからあまり知らんのですよ」と．．いな

がら，高等植物の図鑑のひき方や種の特徴や見分

け方のポイントを教えて卜さり，、1刑の私は「何

でもすごくよく知っておられる化生だなあ」と本

当に感心したものでした．そのおかげもあ〆Jて私

はますます高′1植物に愛石をもっていったぴ）でし

た．

2回牛になって，初めて先牛の招業を受けまし

たが，捜業中に野外へ出かけたり，試験には尖物

をみて柚物名を答える問題もあったりで，いかに

も朝日Jl．果程らしいユニークな授業をして卜さ1た

ものでした．当時の・牛物学概論．のノートを今

も持っています．38隼たった今でも人切に残し

てあります．図1は，そのノートの「日子菌類の

セックス　のページです．

採某に、11たって，本郷先牛がいつも言ってお

られたことは「遠くへ出かける必要はないのです

よ．遠くより近くを徹底的に調べなさい」と言う

持論です．調べる材料は身近にいくらでもある．

調べるための時聞をより入明にしなさいよ．とい
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う教えだと思っています．4回牛の‖吊こは，先′卜

にお願いしてイ鳥ミでゼミを聞きました．快く引き

受けてくださって1冊の本（図2）を紺介してい

ただきました．填文を訳してきて，本郷先′卜にH

てもらうというものでした．数γ－の学牛のために

貢重な時問を割いて下さったのだなあと後になっ

て感じたものでした．

人草牛の牛活も終わりに近づき，卒業を「廿近に

腔えた最後の冬，仏は【′l動車免許を取るために瀬

川（先牛のお住まいの退く）にある日動車教習所

へ通うことになりました．何と，そのことを⊥Iに

された先生は，わざわざトヨタの高級車（クラウ

区Jl　ノート　損J牒l類び）セリクス　のへ－シ

2（う

ト叫2　ゼミで佃目した　一冊日本

ン）に乗一）て学校に来られ，「裾＝君，l′沌伸学

校に通ってるんだろIこの車でちょっと練習して

ごらん」と，車の助手席に乗って卜さr）て，ノ、押、J

ぴ）自動車式験場の類似コースを見つけては「それ

じゃここのS字コースに人－〕てごらん．そこで，

バックで卓仲人れしてごらん！」などと運転叫旨

導までして下さいました．休が震えんばかりの感

動で，とても娘しかったのをノし、ヱえています．お

かげで1度の失敗もなく合格できたのでした．本

土引こ暖かい心配りで，今でも時々思い．廿すと同時

に，私もそう．iう心配りぴ）できる人物になろうと

心がけています．

さて，ノ＼学卒業後，私はキノコに関係する道

へ進まないで某入学の雑草守研究室へ進学しまし

た．あるとき，読んでいた論文び川1にどうにも意

味がわからず訳せない頂け信侶こ＝あいました．吊

．1：▲をみても減ってない，いろんな化生に聞いても

日用確な答が得られないで凶㍉ていました．たまた

ま滋門人学へ行く機会があって本郷クー亡′仁に聞いて

みましたところ，1肛　その場で別解な答が返一）て

きました．長い間J）疑問がスッと解けました．rな

んと偉人な人だろう　日　とまたまた感心すると回

tl吊こ難晰なものが解明したときのト1ぅ▼びをJf如こ†、巨J

て帰ったJ）でした．

ノ了7購終了後は人板の府占封吊如）′日加教師に

なりました．緑あってまた，滋門県で柚物観県

会を継続することになり，宮地へ出かけるように

なりました．そうしているうち，だんだんキノコ

の魅ノバこ1「打〕日かれ，「ああ！本郷先牛がいらrJ

Lゃr〕たらなあ」と思う機会が増えてきました．

沢山キノコが採根できたときには，「捏′机）とこ

ろへ聞きに行ってよいですかつ」と′心証すると，

lいいですよ，いつでもいら一J Lゃい」との返甘

卒業後も大変お世誹になりました．

198（）隼に，左′仁は涼月ノ（ノ辛を定圧う艮′l‘・．′なさい

ました．そり）ときには，卒業牛を申心に関係抑こ

よる退ノl右記念事業が行われ，私は，）■〔栄にも．】己

念祝門奈のl■j会をさせていただくことになりまし

た．おしくなりになった／）もこれか上1も，払〟〕人

牛のl師として牛き続けられています．

（2008隼10日311巨受ト」）



l紬棚卸軋腸詰奈会鞘　Nn27　2（）冊年1日

本郷先生との出会い

橋　屋　　誠

最初，本郷先牛は恐い先牛だと思っていました・

本郷捏牛にお会いする1新車）話です．

私は中学時代には昆虫類の特にチョウチョを，回

校‖十代には地学の鉱物・化石に興味を持って京都

近辺の山を歩いていました．ある且　申学の恩師に

「′l＿物部頼後邦できび）こに興味をもっている生徒が

いるのたが，〃が両へ行く時に連れて行ってくれな

いか？j　と頼まれたのです．生物部でわるさをしても

止っていただいた恩師の頼みですので「いや」とは

．iえません．f日渡か申′、門二の彼といっしょに山を歩

きました．

彼のリュ、ソクにはいつも保自社のl第類図鑑2冊が

入っており，彼はきのこを見つけるとうやうやしく図

鋸を1「直川1してへ－ジを閲くけごす．そして神様のよ

うに丹敬している本郷次雄先′1二と′〉閲ノ1、山先牛の詔

をしてくれました．初め私はまったくきのこに興味が

なく，ていねいな説明を聞いてもrへえ～」とうわ

のそらでしたが，ユーモラスな形をしたホコリタケや

スッポンクケと出会っているうちに，きのこも面白い

牛封旬だなあと思い始めました．そこで教日を「l指

していた私は，‡′1分の進路と興吠の2つを刷1封こ満

たすために木卿先′恒）お「〕れた滋門人学教育ノ7都

を志望しました．そ／しな帖　両と渓往社のカラー【′‡

然ガイドのrきのこ」をノ付局でLJつけ購入しました．

こU）木は私が最初にH分で貰－）たきU）このノ付こなり

ます，そして毎日軋摘、ずにこの本を日肌、ては，きの

この給を眺めたり，し封J、れている不軌増結作文を練り

返し読みました．斗吊こ圧し近くレ）シイ・カシ林にLJら

れるというヘビキノコモドキというきのこは，目黒の

斑模様に描かれており，とてもl′‥象的でlいつかきっ

とこ〃）きのこを採ってやるぞ11と思っていました．

こU）本〃）後には筈㍗拉）紹介があり，本郷先′卜と今

閲覧′巨のモノク［」′′妄号抽ミ敲－ノています．初めて見た

本郷左′函）写州　光り）只合もあるのでしょうが，も

のすこく神裡門そうで，すぐにでも怒られそうに見え

ました．本郷11了巨のlにある今閲覧′卜〃）′弓号しはにこ

－　27

やかであったため，いっそう本郷先牛が恐く圧えた

び）でしょう．私のまわりに，冊JL」とか「教授」の

左がいなかったせいかもしれませ／しが，ノ了予の先牛

は高校までの先牛と違ってものすこく恐いだろうとい

う妄想を私l′j身が作り卜げていました．

念願が叶い，滋賢人学での入′、古材力麦には，理

科の新入牛は絡研究室へ配属されます．私は希望

通り牛物研究室への配属が決まり．次は先井に連れ

られて研究室で先非や先／l方との対面式です．私は

緊張していました．ところが恐いと思っていた本郷

先′日ま長情も優しく，いつものrえ、，・」と細1

調で私たち新入生を畷かく迎えるお前をしていただ

きました．これで私の緊張も帖ナましたが，こ川崎

は学部を卒業してもなお，永く本郷1tL′佃お世証に

なるとは思いもよりませんでした．かれこれ30隼も

l札　私が19／㌢▲の在でした．

現在勤めている雷山県には，きのこの分類をされ

る力がほと／しどなく，秋になると柚物園へ多くぴ）県

尺がきのこU）食右をJねに来られます．仏がさび）こ

び）同定をさせていただけるのも，ノ告那日、IJ代に本郷11L

牛が同定されるのを傍で付せていただいていたから

に他なりません．私叶、声部時代，磁門ノ十円二は研

究牛として，川上さ／しと河村さ／し，余さん，付lさ

んがおられ，研究′恒）万は，牛rj刷りこ採渠したきの

こを牛後にスケッチや順微錆でり）親祭をされていま

した．本郷先牛も′†後には2附U）l′†圭からlr日）て来

られ，1隋び）ノ畑瞳1ごて研ノウ■門二0日‘」／が揉－　たきU〕こ

について「寧な調川jをされていました．私はこれが

楽しみで，牛後の持業はよくサボって闘かせていた

だきましたが，あの日射こ教えていただいた車が，今

〟）冨山でのイ上田ことても役立一）ています．最後にも

う　一つ，PL′卜はなり）暑い日にl十巨で漬けられた梅洒

を指r）て来られたことがあり，私もお相伴させてい

ただきましたが，あぴ）状がノデも忘れJうれよせん．

（2日∩8隼11日14廿、封、」）



閃l帰順㍑謡余告射　N“㌃　200叫牛1日

本郷先生の教育法

近頃私の蹴る′′j’兵は，もー〕ばらウンコ，それも

野糞に関連したもぴ）ばかりだ．上目相加二は，卜に

理めたウンコを分解する動物や菌畑，分解でれて

仁に還った無機養分を吸収する植物，それらによっ

て変貌するウンコぴ）様Jlや，吊を拭く菓－）ぱ昔々．

そ／しな車で，この秋には63点の調冊1予糞申46点，

じつに7割以上の野糞跡に発′仁したアシナガヌメリ

とパフンヒトヨタケを写した．美情を知らない人に

は，伊沢はと／しでもない変質をした，と思われる

かもしれない．しかしこれは，キノコの本門（有機

物を腐らせることの点義）から学んだことを，ヒト

本来の生き方に反映させるためぴ）／J‾策だと私は考え

ている．

さて，キノコや変形菌，コケなどを卑門に写美

活動をしてきた私だが，キノコ写真家として認めら

れるようになった陰には，多くの研究賞の導きが

あった．まず初めに，キノコによるイJ機物分解（枯

れ木や落ち葉などが腐一Jて丁に還る）があってこそ

l′】然が成、‘／▲するという，今阻六出先牛の「′巨態系自

然観」を知ったことが，私がキノコの世肘に入るきっ

かけだ一）た．そして私の与真が広く1日雄耶こ認め⊥1れ

るたけのレベルに適したぴ）は，ひとえに本郷1Ul

O）教育法に触れたためである．

1978隼春び）菌学会入会では，今閲先牛から本

郷左牛を紹介していただき，その後U）菌学会フォ

レーなどでご指導いただいた．そして1980隼9日

には，多くのキノコ′′ノ丁をと毀ボール箱いっぱいの根

本を持って滋門人を‖／Jね，先生のおノ日こil′】めてい

ただいた．明るい緑潮目で′′貢真と根本をしユていただ

いた時の情景は，今でも酎明に脳裏に焼きト巨、て

いる．

先′日ま，ノ′j：真はじr）くり兄て検討してくださった

ものの，根本のノJはチラッと圧られただけで，すぐ

に標本袋を閉じてしまわれた．研究書なのだから，

標本こそし一）くり調べて名前を付けてくださるもの

と思っていただけに，私は期待を裏切られて唖然と

28

伊　沢　正　名

した．、一然のごとく，不日什与真の多くに名前はィ、jか

なかった．しかしこれこそが，先牛の愛の鞭だった．

標本を顕錯すれば，多くのキノコにアー前がHい

ただろう．しかし，その侶徴をしっかり捉えていな

いノ′ノ丁目こ，－▲休どれほどぴ）価佃があるのか．表現

手段としてけ皇‘主には，標本に頼ったり，ましてや

標本至上仁義などを持ち込んではいけなかつたの

だ．写頁そのものが充分にキノコを語一Jていなけれ

ばならないことを，∴葉ではなく，目の前Ⅵ石動で

示してドさ一）たび）だ．

1987f再火，幼菌の会則11の森合宿でのこと，名

l廿がわからないフウセンタケを写した．その夜，合

宿所に現れた本郷先隼に，少し傷んだそのキノコ

を見ていただいたが，やつはり種類はわからない．

ところが後日，ベストコンディションでノ′ノ：した写真

を見てもらうと，即座にrこれはフタイロフウセンタ

ケです」という答えが返ってきた．私の′′ノ二真が，化

生の求めるレベルに到達したことをノ力感できた，う

れしい瞬問だ㍉た．そして1988年秋，今閃先′Iや

本郷先′卜などの卜でl吊実カラー作酷日本のきのこ．■

を作り上げ，l′l信をつけた私はプロカメラマンを‖

言した．

今閲先牛は1991隼に，そして本郷先牛も昨年し

くなられた．敬愛する先′ト左にこれ以上の教えを

論えなくなったのは残念だが，私U）中には悲しみよ

りも，大きな感．別がノlこしづいている．キノコによる分

解から学んだように，死は車なる終わりなどではな

く，腐って人地を長い，新たな命を誕牛させる，再

牛へU）スタートだ．先′仁から学んだことを　一つでも

彰く，少しでも人きく，受け継ぎ受け渡していくこと．

これこそ，捏牛の心を永遠に牛かすことであり．キ

ノコ的′l＿き古でもあると，私は信じている．

本郷次雄11日二，本、11にありがとうございよした．

＜飛1潮目ノ自′丹イミ写真′表）＞

（2008隼11日19日受付）



関西尉鮪談話会会報　Ho27、2009年1日

『日本のきのこ』誕生前夜と本郷次雄先生

香　川　長　生

「本郷先′し　このたび，わが社で山渓カラー名

鑑シリーズの1冊として，写真による人図鑑『日

本のきのこ．ご（以下，写真図鑑と略称する）を刊

行したいと思います．今閲六出先牛には，監修

と硬質菌のご執筆をお願いしてあります．先生に

も．ぜひ監修と軟らかいきのこのご執筆をお願い

したいのです．写真は，伊沢1仁名さんが今まで撮

りためた写真をすべて捉倶して下さることになっ

ています．約1000種を600白に収めます．そ

のため．どうしても写真スペースが多くなり，記

威文スペースはあまり多くは取れませんがお願い

できますでしょうか？」「′′j：頁と貞数が多いから

とい－Jて，人図鑑といえるかな？　大図鑑という

なら記載文もしっかりしていないとね」今閲先生

にいわれたことが，ちらちらと脳裏をよぎるのを

労えながら，私は，本郷先′日こ監修と執筆をお願

いしたのだった．

ちょうど先牛は，保育社の　L原色日本新菌類

図鑑・」仝2巻（以卜，原色図鑑と略称する）の

記搬文原稿のご執筆で多忙な日々を過ごされてい

た．

「伊沢さんの写出こは，きのこが生えている環

境など，絵による原色図鑑にはない，いろいろ

な情報が撮りこまれています．世の中には，あま

り芳しくない写真図鑑が多すぎるので，私も，貴

社のその写真図鑑を応接します．伊沢さんの写真

なら，きのこの棋狸のおもしろさやロマンすらも

アピールできる1級の写真図鑑ができると思いま

す．解説の足りないところは，原色図鑑が補えば

いいんです．心ある読苫なら，写真図鑑も原色図

鑑も同時に買って一緒に見てくれますよ」私の抱

いていた今までの不安を兄すかすかのように，先

生は力強くおっしゃった．そして，了のう菌類を

ご専門とする大往吉雄先生をはじめ，腹菌類の吉

見昭　▲先牛，きのこの毒性研究の横山和正先生，

コウヤクタケ分類の前川二太郎先生，キクラゲ分

類のI－f木孝之先牛らに，分損執筆をお願いして卜

さった．

それから1年半後の9廿　刊行をきのこシー

ズンに突入するひと目前の8月l二旬と設定してい

たにも関わらず，入校作業が遅れに遅れて編集室

はL転八倒の大騒ぎ．このままでは川行は10日

下旬，きのこのシーズンもそろそろ終わりのころ

になろうかという状況だった．急きょ営業会議が

招集され，初版を1刷と2刷に分けることによっ

て書店への搬人員を抑えるという方針がl■工てられ

た．600貢オールカラーといっても定価4500円

は大金，売れ残って人量返品されるのを恐れての

ことだった．そしてようやく11日寸前に川行，

配本．ところが発売と同時に，書店から追加注

文の電話が，連日，鳴ること鳴ること．1刷の2

万部が即売り切れ，‾㌢備の2刷1万部を倶出し，

もうきのこのシーズンは終わっている12日だと

いうのに，さらに3刷1力部を増刷するという

大ブレークが起きたのだった．

そのころ，本郷先′仁は，ちょうど入学を定年退

官されたばかりで，北海道から九州まで各地のき

のこの会の観察会の講師としてどんどん足を運ば

れ，八面六皆の大活躍だった．同時に全【射こきの

この人ブームが起きた．換言すれば写真匝1鑑と脱

色図鑑の同時川行に情熱を注がれた本郷先生が，

御自らの足で起こされたブームだった．ありがた

いことに写真図鑑は，翌年以降現在に李るまで，

どんどん増刷を重ねたのであった．

＜山と渓谷社O B　元日然科学部門編集長＞

（2008年11月27日受付）
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関西菌畑．．プ三川信言骨　＼「）27．2（）りし）†卜1日

本郷先生との出会い

1～娼5年頃だ一）たと思いますが，私はきのこに

関心を持ち始め，日本菌学会に入会して学会卜催

J〕採渠会に参加しました．そこできり）この日定

をされている本郷先牛にお会いしました．そのと

き，本郷先隼は偉い先牛と教えられました．それ

で，同定されるお姿をつかず離れず拝りさせてい

ただきました．

1986隼　勤務先のノ了jノ：で創立100周隼を記念

して，入学周辺の回百林の午州山（広島車）のlrl

然を調香記録するHI画が、l／二てられ，きのこに対し

て仝くび）初心省の私は，図らずもきり）こ小門とな

りました．そこで，きのこと本気で取り糾むこと

となり，圧様兄真似で牛日日匠）きのこの採脹・組

察記録・標本作りを始めました．ところで，こ

れら標本を誰に圧ていただこうかと思案しました

が，木郷先′Lには恐れ多い宗がして，菌学会で本

郷先牛と・緒に同定されていた長沢先′日こ，面識

もないのに諸事情を「紙に．1㌢いてお送りしたとこ

ろ，快く引き受けて　卜さいました．そして，長

沢先牛とのご縁でホンゴス会に参加させていただ

き，本郷先′巨に直接お会いしました．お会いして

みると，本郷先牛はざっくばらんで初心賞の私を

快く受け入れて卜きり，来るものは拒まずといっ

た懐の深い先牛でした．それから，関西菌類．－ノ鋸．モ

会に入会させていただき，また広鳥きのこl■掴Jて会

にも入会しました．

広烏きのこ同好会は両日なばの会と合同で採渠

観祭会を隼ll・り開催し，本郷先生をお迎えして

講演と同定をお願いしていました．ある隼，来広

された折，本郷先′卜と　二人できのこ，それもアキ

ノアシナガイグチを求めて最初に国内で発し上され

た両に入rJたことがありました．本郷先生は，ま

こう0

山手万知子

だ発牛しているf射場を親たことかない，そしてス

ケッチもしていないと仰一）ていました．アキノア

シナガイグチには少し遅い時期でしたが，1日引用

余り探してようやく1本を兄つけました．そぴ）と

きの本郷先牛はとても姑しそうで，」▲寧に採渠さ

れいつも持ち揖いておられる■ビ拭、物籠の卜に人車

に納められました．その足で広．1∴用はでお送りし

ました．11了1」よ大津に帰られてすぐスケッチされ

たそうです．後日，そのスケッチを侵せていただ

きました．

1990年代に入って，私も県内のきのこ採集会

に同定のために川かけるようになりました．そこ

ではきのこを持〆）て来られる万は，　一根に「この

きのこは食べられますか？　毒ですか‘／」と問わ

れます．それで，本郷11亡生とお話したとき，私は

′上意宗にも　r先牛，きり）こは　二つの名前があれば

同定できますね．一つは食用，もう　一つはィ、食，

この　▲∴）で充分満足しておられます」と．巨、まし

た．本郷先牛は1そうですね．　一般の人は食べ

ることに執差され，γ，前や特徴には関心がないよ

うですね．私は反紺こ食べることには余り興味が

ないのです．いつかバカマックケご飯を食べたと

き，臭いがきつくて関目しました」と．言われまし

た．私もl■り感でしたので，先生と同じだと思うと

嬉しい気分でした．ただし，私はまだバカマツタ

ケを観察する機会に恵まれておりません．マック

ケとどのくらいの差があるのか，いつかお目にか

かりたいきのこの一二）です．

木郷先′卜との思い．1侶まつきませんが，まだまだ

大御所でいらっして欲しか一）た想いです．

本棚l持し生のご1引■壬1を心よりお祈り11】し上げます．

（2008年12月5日受付）



l紬甘菌頼誹付言悠膏侵　二鳥T「　三州）〔）イ憂1日

恩師本郷先生を偲んで

長　澤　栄　史

2007圧4日J）桜の花のl咲くと几　本郷次雄先′卜

は浄1－へと旅、一′二たれた．それから2つのきのこ

のシーズンが過ぎ，はや2年近くが経とうとし

ている．しかし，私には木だその美感が無い．

私と本郷先牛の最初細目会いは，緑あー）て現在

の職場に勤めてから1ケ‖余り経〆〕た昭和47隼

の1（〕日であった．1酎こ故人となられた今閲ノ、山

左牛（、■う時）lL′日ま菌苧研究所仲）顧l．■■．j）のお倶をし

て，広鳥の帝釈峡で聞かれるきのこの採渠会に出

かける途L恒り列lI川〕中でのことである．「長澤召

ですか，木郷です」という．．栗が，先牛からかけ

て頂いた最初の．．葉と記憶している．次にお会い

したのは翌48隼の7日であったが，それから次

の隼り）3日まで約　一隼間，滋門人学に内地留学

させていただき，先′卜の卜で本櫓的なきのこの勉

強をさせていただいた．このときの経験や11L生か

ら教わった事柄は，／ナでも私の什事の基本とな←〕

ている．

滋賀人で勉強を始めて人変驚いた刷ま，参考．I；

やテキストを用いたいわゆる▲－講義”による指導

がないことであった．きのこシーズン中は，牛11rf

申左牛と・緒に近くの林で採恨，ノ点験室に掃って

から採促したきのこのγ，前を教えていただき，そ

の後はlけ問の許す限り採集品を水路画でスケッチ

し，形態的な特徴や発隼場所′Ti二の情報をノートに

記録する，というのが人体の日課であった．用事

で先′1がご　▲緒できないときは日分で採集し，採

無品をスケッチし，後で先′卜にりていただいた．

きのこの発牛がない冬季は，乾燥しておいた標本

を釦微鏡で観察し，胞J二や町子損などを線両でス

ケッチした．最初のと川ま，毎し1きのこの絵ばかり

描いていてこれできのこぴ）勉強になるのか心配で

あった．しかし日が経ち，化生から教わったきび）

この種類が増え，スケッチした絵がたまってくる

と，それまで本で読んでいて申々理佃できなかっ

た神や屈，科といった分類群び）特徴が徐々に理解

できるようにな一）てきた．そして，そのl旧姓＝こなっ

て初めて，毘牛び）指導法というものが如何なるも

のであるかということに気が付いたのである．

きり）こ類の輔レベルの分類や同定においては，

重要な形門として仁美体細肉眼的特徴が大きな比

重を占めているが，この特徴は跡微鈍的特徴と比

較して客観的にデーター化することが中々難し

い．そして，これはきのこの分類や同定を　r難

しい」と言わしめている大きな要囚になってい

る．1つの種類のJl実体が発牛環境や11吊軋　場

所によ一）てどのように変化するのかを知らなけれ

ば，種拉月寺徴をつかむことは難しく，従一〕て来加

のきび）こを分類したり同定したりすることはでき

ない．ノア牛畔代多少の勉強をしていたとは．弓え，

きのこについてほとんど初心射り然であった私に

とって絵を描くという作業は，拭本となる種の

特徴を勉弓計する仁でこの土なく役、トつたように思

われる．、一1時はlつの絵を描く〃）に，形や色が

単純で簡711なものでも1～2肥州胴枠上　イグチ

類やテンゲタケ類の人型なものではこう～4時問

程座要したが，その問はいやでもきのこを圧続け

ていなければならなかった．絵を描くという作業

は，対象をじ一）くりと観禦する作業でもあり，．】，

労して貰えた種類は何時までも記憶に残る．この

ようにして先牛の卜で描いた絵は約200枚，種

懲iにして180種程であった．／）改めてその、■1時

の絵を見ると，稚拙なものばかりであるが，尤′r二

にご指導いただきながら代にすごした日々カリ（変

懐かしい思い出となってよみがえrJてくる．本1

に貴重な暗闘であった．

きつとまた．先生にお会いできる‡用仲川、字か

やってくるに違いないが，その時にお圧せできる

絵を何とか描いておきたいものと思っている．

＜（財）日本きのこセンター菌彗研究所＞

（20∩8隼12日9日受付）
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〈編集後記〉

本郷先牛がお亡くなりになったのは2007年4日ですが，ようやく追悼弓を発子∫

することができました．多くの方から原稿をいただき，先生の偉人さを感じます．

私は1974年10月に奈良県に採用され，翌年の7川こ林業試験場（現　森林技

術センター）できのこ哉培技術細井究を担、■1するようになりました．しかし，私は

きのこに閲する知識は皆無でした．そのため，職場の先帝に勧められて閲l巧菌類談

話会に入会し，きのこ観察会に参加するようになりました．その頃，中岡・閃西

地区の府県のきのこ担、li君が集まり，菌根菌きのこの共l■rj研究をしていました．そ

の集まりに本郷先生をお招きし，アカマツ林に発生するきのこについて教わりまし

た．その当時の仲間が，烏越茂氏や感け冊美代，大川明氏，川上嘉章氏達です（P20

の写真を参照）．私達はそれぞれの調査で，名前の分からないきのこがあると，そ

の名前を教わるため，写真を鋸って化生に見ていただくのですが，その写真が問題

でした．きのこの特徴をとらえていないノ′ノ：真では，名前をつけようもなく，先生の

注意を受けます．きのこの名前を教わるには，まずrl分なりに調べ，その特徴を示

すノ′メ真を数枚混り，要領よく説明することが必要でした．

さて，この追悼号の編集は，昨年5月に編集委員会を、∫／‾ち上げ，私を含め上川

俊穂氏，川上嘉章氏，小林久泰氏，西川富巨夫氏，橋局誠氏，村上康別氏，森本繁

雄氏が携わりました．会貢の皆様には、木会報を適して本郷先生を偲んでいただけ

れば乍いです．

閲西菌類談話会　会長　衣Hl雅人
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